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都
市
格
の
向
上
と

い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る

市
と
な
る
た
め
に

　

平
成
28
年
度
は
、「
笑
顔
が

広
が
る
ま
ち
づ
く
り
元
年
」
と

し
て
、
市
長
就
任
後
、
初
め
て

編
成
し
た
当
初
予
算
に
基
づ
く

施
策
・
事
業
を
実
施
し
た
年
度

で
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

「
命
を
守
る
」
を
基
本
と
し
た
市

政
を
運
営
す
る
た
め
の
健
康
部
・

こ
ど
も
部
を
設
置
し
、「
笑
顔
が

広
が
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

た
施
策
、「
確
か
な
暮
ら
し
を
次

代
に
つ
な
げ
る
」
た
め
の
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
、
中
核

市
移
行
を
目
指
す
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。
平
成
31
年
４
月
の

移
行
に
向
け
、
行
政
事
務
の
権

限
の
拡
充
に
対
応
し
、
効
率
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

執
行
体
制
を
確
立
し
、
よ
り
一

層
の
行
財
政
基
盤
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
月
下
旬
に
は
、

打
上
川
治
水
緑
地
で
桜
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
市

民
に
は
、
一
層
本
市
に
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
市
外
居
住

者
に
は
本
市
に
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
取
組
と
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　

※

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
日
本
各
地
に
お
い
て
大

き
な
地
震
が
続
く
年
で
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
熊
本
で
は
、
幾

度
と
な
い
大
き
な
揺
れ
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
義

援
金
の
送
付
、
職
員
派
遣
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
支

援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
情
勢
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
、
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
挙
の
結
果
な
ど
、

反
グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
や
経
済
格

差
の
広
が
り
へ
の
反
発
、
ま
た
、

民
主
主
義
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が
起

こ
り
、
我
が
国
の
政
治
・
経
済

も
そ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
地
域
と
行
政

が
よ
り
一
層
連
携
し
て
暮
ら
し

を
支
え
、
市
民
に
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一方
、
ス
ポ
ー
ツ
で
印
象
深
い
こ

と
が
あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
と
っ
て
最
も
印
象
に

残
る
出
来
事
と
言
え
ば
、
ふ
る

さ
と
大
使
で
あ
る
大
関
豪
栄
道

関
の
秋
場
所
全
勝
優
勝
で
あ
り

ま
す
。
大
阪
府
出
身
力
士
と
し

て
は
、
86
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な

り
ま
し
た
。

　

競
技
者
本
人
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
関
係
者
の
サ
ポ
ー

ト
、
信
頼
関
係
が
生
ん
だ
結
果

で
あ
る
と
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　

※

　

市
政
運
営
に
お
き
ま
し
て

も
、
時
代
の
要
請
、
複
雑
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対

応
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
の
た
め
、
市
民
か
ら
御
意
見

を
お
聴
き
し
、
新
た
な
施
策
・

事
業
に
取
り
組
む
際
に
は
、
ど

の
よ
う
な
方
法
が
効
果
的
で
あ

る
か
検
討
し
た
上
で
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
以
上
の
考

え
方
を
踏
ま
え
、
笑
顔
が
広
が

る
ま
ち
と
す
る
た
め
の
「
創
造
と

挑
戦
」の
年
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る

市
政
運
営
を

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
地
域

の
行
事
な
ど
で
、
市
民
の
声
を

お
聴
き
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、

本
市
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や

市
政
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
よ
り
多
く
の
声
を
お
聴

き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
声
を
、
私
の
「
政
治

は
暮
ら
し
で
あ
る
。」
と
い
う
信

念
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
熟
慮
し
、

施
策
・
事
業
を
展
開
し
、
効
果

や
成
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
市
長
と
し
て
の
第
一
義

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
後
の
中
核
市
移

行
に
向
け
、
都
市
格
を
向
上
さ

せ
、
市
民
に
い
つ
ま
で
も
愛
さ

れ
る
市
と
な
る
に
は
、
よ
り
一
層

魅
力
あ
る
市
と
な
る
た
め
の
創

造
と
挑
戦
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
」
と

す
る
た
め
、
自
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
職
員
と
心
を
一
つ
に
し
、

市
民
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

市
政
を
目
指
し
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

笑顔が広がる
まちとするための「創造と挑戦」

市政運営方針平成29年度北川市長が発表

まちの安全・安心を
　　　　　　 根付かせる

都市格を向上させる

「笑顔で子育て・教育」を
　　　実感できるまちへ

基本方針基本方針

平成 29年３月市議会定例会で北川市長が発表しました。
全文は市ホームページ「企画政策課」で見ることができます。

問　企画政策課
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子どもを守り育てる環境づくり

　誰もが生涯を通じて健康で心豊かに暮らせるよう、必要な医療・福祉サービスを受けることができ
る体制を充実させ、健康寿命の延伸と生活の質の向上を図ります。

○ドクターカーの導入
　救命率などを向上させるため、医師が同乗するドク
ターカーを導入し、救命救急体制の強化を図ります。
○高齢者交通系 ICカード購入等支援
　高齢者の外出促進、介護予防などのため、交通
系ＩＣカードの購入等費用を支援します。
○�高齢者・障害者のための福祉避難所に
おける備蓄

　災害発生時に、配慮が必要な高齢者・障害者が
福祉避難所で利用する生活必需品を備蓄します。

○（仮称）健康増進計画の策定
○第２期データヘルス計画の策定
○介護予防・日常生活支援総合事業の実施
○医療機関、介護事業者等の連携の推進
○障害者の相談支援体制の強化

　将来の本市を担う子どもたちが夢と希望を抱いて成長し、心豊かで思いやりをもって元気に生きる
ため、市民からの信頼に応える教育を推進するとともに、多様化する子育て世代のライフスタイルに
合わせた支援の充実を行います。

○（仮称）子育てリフレッシュ館の整備
　子育て家庭への更なる支援の充実のため、屋内
遊びスペースや一時預かりなどの機能を有する施
設の平成30年春オープンに向け、新築工事など
を実施します。
○�（仮称）ねやがわ☆子育てスタート応
援クーポンの配布

　子育て支援サービスなどの利用促進のため、３歳
未満の子どもの保護者にクーポンを配布します。
○「待機児童ZEROプラン」の推進
　年間を通じた待機児童の解消のため、保育士の
処遇改善、配置基準を上回る保育士の事前配置な
どに取り組みます。
○�中学校休業日等学習支援事業の対象拡大
　学校での授業以外に学習支援を行う「寝屋川ス
マイル塾」の対象者を全中学生に拡充し、生徒の
学力向上を図ります。

健康・医療・福祉のまちづくり

命
を
守
る
施
策

子
ど
も
を
守
る
施
策

平成29年度の
主要な施策・事業

市立さくら保育所の子どもたち

命を守るドクターカー

○保育コンシェルジュの配置
○子ども食堂の開設・運営への支援
○児童虐待防止体制の強化
○�第二学期の授業時数の増に伴う、小中学校給食提供
の拡充

○英語村（英語力向上プラン）事業の対象拡大
○小中一貫校の設置に向けた会議の開催
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平成29年度の
主要な施策・事業

○南前川ポンプ場耐震補強工事
○高宮あさひ丘配水場更新工事
○�水道事業アセットマネジメント計画及び下水道事
業ストックマネジメント計画の策定
○�上下水道事業PR（市民公募水道写真展の開催、マ
ンホールカードの配布等）

○�老朽木造集合住宅の除却及び主要生活道路等の整備
○家庭用防災用品の購入への支援
○地域防災計画の改訂
○�避難所開設・運営マニュアルに基づく避難所開
設・運営訓練の実施
○�防犯カメラの設
置拡大
○�小中学校の夏季
休業期間の深夜
防犯パトロール
の強化

4

快適で魅力あるまちづくり

　安全・安心な地域社会を実現するため、都市インフラの計画的な整備や適切な維持・管理、住宅の耐震対
策に取り組むとともに、地域防災力と市民の防災意識の向上並びに、関係機関と連携した防犯の強化に取り
組みます。

○�高宮ポンプ場、古川雨水幹線の整備
　浸水対策の新たな根幹施設として、高宮ポンプ
場（平成33年度末完成予定）及び古川雨水幹線
の整備事業を推進します。

○緊急時応急給水所の整備
　あんしん給水栓を活用した緊急時応急給水所を
整備し、災害時の飲料水などの確保を図ります。

○防災井戸の設置
　避難所となる小学校10校に井戸を設置し、災
害時の生活用水の確保を図ります。

○非常用食料等の充実
　南海トラフ巨大地震を始め、あらゆる災害を想
定した備蓄物資を全小中学校に配備します。

○対馬江大利線の整備
　交通環境の改善を図るため、都市計画道路対馬
江大利線（密集住宅地区区域850メートル）の整
備に向け、用地の取得などを実施します。

○東寝屋川駅周辺のまちづくりの推進
　地域特性をいかしたまちづくりを進めるため、
都市計画道路東寝屋川駅前線の整備に向け、用地
の取得などを実施するとともに、打上高塚町土地
区画整理事業を支援します。

○新ごみ処理施設の建設
　市民に親しまれる新たなごみ処理施設の建設を
平成29年度末に完了します。

　快適で魅力ある都市であり続けるため、効率的・効果的に都市空間を活用できる環境整備、ゆとりある生
活環境の創出に取り組むとともに、環境負荷の低減を図るため、環境保全の取組への支援を推進します。

安全で安心なまちづくり

街
を
守
る
施
策

街
を
守
る
施
策

高宮ポンプ場
完成イメージ図

小路地区の
土地区画整理事業の整備風景

○立地適正化計画の策定
○�地域公共交通網形成計画の策定に向けた調査等の実
施
○公共施設等総合管理計画に基づく個別計画の策定
○�京阪本線連続立体交差事業の早期着工に向けた用地
の取得等
○小路土地区画整理組合への支援
○空き家等・老朽危険建築物等対策計画の策定
○�緑の基本計画の
改定に向けた調
査等の実施
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平成29年度の
主要な施策・事業

5

活力あふれるにぎわいのまちづくり

　「地域でできることは地域に」という観点から、地域力向上のための取組を検討します。
　また、より多くの市民に市政について知っていただき、市政に対する市民の信頼を確保するため、
更なる情報発信と利便性の高い市民サービスの提供に取り組みます。

　中核市にふさわしい市として、住みたい、住み続けたいと思っていただくため、まちの活性化、イメージ
アップに向けた取組を推進します。

●シティプロモーション…市の魅力を創出し、市の特徴を市内外に発信することで、市のイメージアップや知名度の
向上を図るための取り組み。●防災井戸…災害に伴う断水時の生活用水の確保のために設置する井戸。●子ども食
堂…経済的理由などにより１人で食事をとるなどの環境にある子どもに無料又は安価な料金で食事の提供などを行う
取り組み。●オープンデータ…機械判読に適し、利活用可能なルールの範囲内で加工などができるように公開された
データ。

用語
解説

生
くらし

活やすさが実感できるまちづくり

生く
ら
し活
を
守
る
施
策

○�証明書発行窓口タッチパネル式券売機
の設置

　窓口対応の迅速化を図るため、証明書発行窓口
にタッチパネル式の券売機を設置します。

○ビデオ通話相談窓口の設置
　窓口にタブレットパソコンを設置し、ビデオ通話
や多言語翻訳、音声文字変換などのアプリ機能を
活用して、窓口での相談体制の充実を図ります。

○国民健康保険料の引下げ
　事業の見直し額などを活用するとともに、一層
の財政健全化を図り、国民健康保険料を引き下げ
ます。

○マスコット・キャラクターの普及
　市のイメージアップを図るため、新たなマスコッ
ト・キャラクターを作製し、普及を図ります。

○御当地ナンバープレートの交付
　市への愛着を高めるため、原動機付自転車用の
新たな御当地ナンバープレートを交付します。

○サクラ☆プロジェクト
　市の木である桜をテーマに、桜のライトアッ
プ、桜の植樹、桜のにぎわいづくり事業、サクラ
スイーツコンテスト、出生記念植樹プレートの作
製などを行います。

○結婚新生活への支援
　定住促進、少子化対策のため、新たに結婚した
世帯の新生活を支援します。

桜のライトアップ（イメージ）

○地域協働のまちづくりを進化させるための取組の検討
○（仮称）福祉のまちづくりひろばの開催
○市政情報のオープンデータ化の推進
○携帯端末用アプリケーションソフトの構築

○�ねやがわシティ・ステーションの就労支援窓口とハロー
ワーク職業紹介コーナーとの連携による雇用対策の推進
○シティプロモーションに関する戦略の策定
○囲碁・将棋文化の活性化を図る活動の推進
○ふるさと納税の寄附者への返礼品の送付
○�出生の届出時の思い出に残るメッセージカードと赤
ちゃんを守る防災物品の配布
○中核市移行に向けた基本的な方針の策定等
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地域で子育て（子育てイベントの案内）
フォトニュース

今月の表紙

　春うらら桜の下で人うらら。春、
本番です。（打上川治水緑地）

4平成29年
（2017年）
No.1369

※�問い合わせ先の課（室）名に電話番号が記載されていないときは、
市役所代表番号☎824・1181で担当課（室）名を伝えてください。

納期限のお知らせ
～忘れずに納めましょう～

★保育所保育料（保育課）………………５月１日 ★留守家庭児童会保育料（青少年課）………５月１日

＜口座振替が便利です＞
　納期限に自動で口座から引き落として納めることが
できます。納め忘れがなくなりますので、利用してく
ださい。

＜納付相談など＞
　市税、国民健康保険料については、平常業務のほか
に、毎週木曜日（祝日を除く）午後８時までと毎月第
４日曜日（４月は23日）午前９時～午後５時30分に
納付相談と納付を受け付けています。
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トピックストピックス 大切なお知らせ

　
生
活
（
く
ら
し
）
の
中
で
、
命
に

関
わ
る
病
気
や
け
が
の
と
き
に
、
最

も
頼
り
に
な
る
の
が
救
急
車
で
す
。

高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
救

急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
今
後
も
更
に
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。
こ
の
度
、
救
命
救
急
体
制

の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
枚
方

寝
屋
川
消
防
組
合
が
主
体
と
な
り
、

関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
４
月

３
日
（
月
）
か
ら
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
医
療
機
器
を

搭
載
し
、
医
師
や
救
急
救
命
士
が
同

乗
し
て
救
急
現
場
に
出
動
す
る
救
急

車
で
す
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
配
備
す

る
こ
と
で
、
早
い
段
階
で
医
師
に
よ

る
適
切
な
処
置
や
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
病
状
が
重
い
患

者
の
救
命
率
が
格
段
に
向
上
し
ま

す
。
ま
た
、
救
命
だ
け
で
な
く
、
早

期
治
療
に
よ
り
後
遺
症
の
軽
減
や
社

会
復
帰
率
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
「
命
と
健
康
」
を
守

る
取
り
組
み
が
大
き
く
前
進
い
た
し

ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

あ
ら
ゆ
る
年
代
の
方
々
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
・
運
用
を
始
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
小
・
中
学
校
の
夏
休
み
期
間

中
の
深
夜
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

な
ど
、「
命
を
守
る
」
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

さ
て
、
桜
が
い
よ
い
よ
見
頃
を
迎

え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
前
号
で

も
お
話
し
ま
し
た
が
、
打
上
川
治
水

緑
地
で
午
後
６
時
30
分
～
９
時
ま
で

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
４
月
６
日
（
木
）
ま
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
足
を
運
ん

で
夜
桜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

北
川
市
長

笑
顔
だ
よ
り

の

　18歳未満の子どもとその保護者を対象に、
臨床心理士がいじめや発達などの子どもにつ
いてのいろいろな相談を受け付けています。
※発達検査なども受け付けています。

　児童虐待は子どもへの人権侵害であり、保
護者も子どもも傷つくものです。
　虐待を受けていると思われる子どもに気付
いたときや虐待をしてしまいそうなときは、迷
わず相談してください（秘密は厳守します）。

　いじめの兆候への気付きを
促すことなどを目的とするもの
で、児童生徒はもちろん保護者
も利用できます。
※�利用料は無料ですが、通信料
はかかります。

　いじめで悩んでいたり、友だちの安全に不
安があったりするときは相談してください。

子どもの笑顔を守りたい

☎８３８・０１８１ ☎８３８・０４６６

☎０１２０・７８３０・６６

月～金曜日の午前９時～午後５時30分、
祝日・年末年始を除く 月～金曜日の午前９時～午後５時30分、

祝日・年末年始を除く

月～金曜日の午前９時～午後５時30分、
祝日・年末年始を除く

子どもについての相談 児童虐待についての相談

こども専用フリーダイヤル いじめのサイン「守ってあげたい」
のサービス

ＱＲコード

　子どもについてのいろいろな相談を受け付けています。一人で抱え込まず、どん
なことでも気軽に相談してください。

問　こどもを守る課
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高
齢
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
に
よ
り
、
救
急
出
動
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
救
急
搬
送
で
病
院
到
着
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
現
状
で
す
。

　

今
後
も
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
中
、
救
急
出
動
件
数
は
、
更
に

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
救
急
医
療
体
制
を
一
層
充
実

さ
せ
、
心
肺
停
止
状
態
な
ど
の
重
篤
な
患
者
が
、
一
刻
も
早
く
医

師
に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
の
提
案
に
よ
り
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
が
主
体
と
な
り
、

関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
総
務
管
理
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
０

３
）
又
は
市
危
機
管
理
室

　１分１秒でも早く医師による処置
が必要な患者が、これまでよりも短
時間で医師の治療を受けることがで
きます。

医師による処置までの時間短縮

　救急救命士が行うことができない
高度な救命処置を、医師が救急現場
又は救急車内で迅速かつ適切に行う
ことができるため、重篤な患者の救
命率が向上します。

救命率の向上

　医師が早期に治療することによ
り、救命だけでなく、後遺症の軽
減、社会復帰率の向上を図ることが
期待できます。

社会復帰率の向上

　救急隊員が医師とドクターカーに
同乗し、救命活動を共に行うことに
より、観察能力、応急処置能力など
のレベルアップを図ります。

救急隊員のレベルアップ

　救急車には、救急救命士が乗
っており、応急処置をして病院
に搬送しますが、救急救命士が
できる医療行為は限られていま
す。
　ドクターカーは、医師が同乗
し、その場の状況を判断して、
すぐに治療行為に移ることがで
きます。

４月３日月 　
平日

午
前９時～午後５時

開始

救急車とドクター
カーの違い？ドクターカー運用の効果

Doctor-Car

ドクターカー
運用します

を
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トピックストピックス 大切なお知らせ

救急隊

救急隊

ドクターカー

現 場

合 流
中継地点

現地で医師が
状況を判断

病　院

出動現場が遠隔地のとき出動現場が遠隔地のときドクターカーが出動現場に近いときドクターカーが出動現場に近いとき

ドクターカー

現 場

病　院

１

１１

１

２

２
３

Doctor-Car

Doctor-Car 中継地点で
医師が状況
を判断

表

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000
（件）

枚方寝屋川消防組合
（左軸）
枚方寝屋川消防組合
（左軸）

寝屋川市
（右軸）
寝屋川市
（右軸）救急搬送件数

12000

12500

13000

13500

14000
30,35730,357

平成平成 24年24年 25年25年 26年26年 27年27年 28年28年

32,42232,422 32,89632,896 33,63333,633
31,36431,364

12,25712,257

13,19113,191 13,16113,161
13,36213,362

12,64312,643

　119番通報時に、消防指令
センターでキーワードなどに
基づき、ドクターカー事案と
判断したときや、救急現場に
出動した救急隊からの出動要
請があったときなどに出動し
ます。
＜遠隔地のとき＞
　救急現場が病院から遠隔地
のときは、救急現場直近の救
急隊とドクターカーが同時
出動し、中継地点で合流しま
す。

運用前 …約36分 導入後 …約15分
医師の管理下に置くまでの時間

ドクターカーが
出動するとき

ドクターカー命を守る
約21分短縮
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中核市移行に向けた
取り組み
問　中核市推進課

2

1

3

今後の取り組みに
期待だね

魅力あるまちづくりを
更に進めようとしているんだね

全国でど
のくらい
あるの？

どうして
中核市に
なるの？

都市格の
向上？

全国 1,718 市町村
の中で48 市、府内
でも４市しかないの
よ。平成 31 年４月
の中核市移行を目指
して、府と協力して
進めているの。

簡単に言えば、市の
魅力を高めることだ
よ。そのために今、
市役所全体ももっと
良くしようとしてい
るところなんだ。

人口が 20 万人以
上で国の指定を受
けた都市のことで、
保健所の業務など、
いろいろな事務が
できるようになるん
だ。

中
核
市
っ
て

な
あ
に
？

新しい事務を行
うための準備
や府との話し合
いを進めている
よ。

5

6

4
「都市格」とは…都市を人に例えたときの「人格」に相当するもの

※�市長が大阪府副知事
に協力要請を行った
様子

都市格の向上のイメージ

新たな事務や権限を
生かして、市民サー
ビスの充実や魅力
あるまちにするため
だよ。そして、都
市格の向上を目指し
ているの。

中
核
市
に
な
る

た
め
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い

る
の
？
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トピックストピックス 大切なお知らせ

相　談 市高齢介護室、住んでいる地域の地域包括支援センター、担当しているケアマネジャー

◆介護予防・生活支援サービス事業とは

要介護・要支援認定を申請

要支援

1・2

非該当

基本チェックリスト
による確認

自立した生活が
送れる人

◆�介護予防・生活支
援サービス事業

生活機能の低下が
見られた人 一般介護予防事業

要介護

1～5

従来の
介護保険サービス

◆�介護予防・生活支
援サービス事業、
従来の介護保険
サービス（移行分
を除く）

　現行相当サービスのほか、利用者の
費用負担が少ない緩和した基準による
サービス（市の指定する研修修了者で
ある在宅支援員などが訪問して行う買
い物・掃除などの生活支援）、有償活
動員による生活支援のサービス

※�訪問型サービス（有償活動
員による支援）のみ利用で
きます。

※�介護予防を目指した教室
など（要介護・要支援認
定を申請しなくても利用
できます）。

　現行相当サービスのほか、利用者の
費用負担が少ない緩和した基準による
サービス（生活機能向上のための体操
など）、リハビリの専門職を配置し機能
改善を図る短期集中サービス

サービス利用の流れ

在宅支援員の募集

　介護福祉士などの
資格がなくても、研修
の受講により、在宅支
援員として訪問型サー
ビス（基準緩和）に
従事することができま
す。希望する人は訪問
型サービス（基準緩
和）事業所を通して研
修に申し込む必要が
あります。詳しくは市
ホームページ「高齢介
護室」を見てください。

概
　
要

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
市
で
新
し
い
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
国
が
定
め
る
全
国
一
律
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
、
市
町
村
が
行
う
事
業

と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

内
　
容

　

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に

対
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
介

護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）と
通
所
介
護（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
」
に
そ
れ
ぞ
れ
移
行
し
ま
す
。

　

地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
の
推
進
と

要
支
援
者
な
ど
へ
の
効
果
的
・
効
率
的
な
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

∧
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
∨

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
を
開
始
日
と
す
る

最
初
の
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
か
ら
総
合
事

業
に
移
行
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
４
月
１
日
か
ら
移
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問　

高
齢
介
護
室

訪問型サービス 通所型サービス

始まる
新しい

介護予防・日常生活支援
総合事業
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学
生
レ
ポ
ー
タ
ー

　

市
の
事
業
な
ど
を
取
材
し
、「
広
報
ね
や
が

わ
」
に
記
事
を
掲
載
す
る
「
学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
広
報
誌
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
又
は
市
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ぶ
学
校
法
人
（
大
阪
電
気
通
信
大

学
、
常
翔
学
園
、
聖
母
女
学
院
、
同
志
社
、
関

西
医
科
大
学
、
大
阪
府
立
大
学
、
大
阪
国
際
学

園
、大
阪
音
楽
大
学
）
に
在
籍
し
、学
生
レ
ポ
ー

タ
ー
の
職
務
を
積
極
的
に
遂
行
で
き
る
15
歳
～

25
歳
の
学
生
５
人
（
中
学
生
を
除
く
、
決
定
に

は
選
考
が
あ
り
ま
す
）

▽
任
期　

平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

▽
謝
礼　

記
事
掲
載
１
件
に
つ
き
３
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
広
報
広
聴
課
」

を
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
（
広
報
広
聴
課
に
あ

り
ま
す
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
報
広
聴
課
」

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
直
接
又
は
郵
送

で
４
月
３
日
～
17
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
＝
必
着
＝
に
広

報
広
聴
課
（
広
報
担
当
〒
572
―
８
５
５
５
本
町

１
番
１
号
）

※
学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
の
記
事
は
37
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る

た
め
、
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
や

市
を
応
援
し
た
い
と
思
う
多
く
の

人
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
た
寄
附
（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
更
に

利
用
し
や
す
く
、
魅
力
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
に
よ
る
受
付
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
寄
附
者
に
返
礼

品
を
送
付
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
申
し
込
み

や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
企
画
政
策
課
」
を
見
て
く
だ
さ

い
。

※
申
し
込
み
の
時
期
に
よ
っ
て
返

礼
品
の
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課

（ふるさと寄附金）
します

を納税制度納税制度
リニューアル

ふふるるささとと

募
集

～返礼品の送付、クレジット決済による寄附の導入～

返礼品の一例
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トピックストピックス 大切なお知らせ

日　時 ４月５日（水）午後１時30分
場　所 �市立市民会館１階大ホール
内　容 �講演＝浜村淳さん（タレン

ト）、警察と大阪電気通信大
学の吹奏楽団の演奏など

入場料 �無料
※�粗品を進呈します（無くなり次第終了）。
駐車場に限りがありますので、公共交通機
関を利用してください。

　府及び市の条例で高齢者の自転車ヘルメットの着用が努
力義務化されたことに伴い、ヘルメットを販売します。

販売日 ４月３日（月）から
販売場所 �寝屋川交通安全協会　　

（☎822・3787）

価　格 �3,950円（税込み・保険無し）

友
呂
岐
・
二
十
箇
水
辺
ひ
ろ
ば

花
見
・
舟
下
り

運動の
基本

子供と高齢者の交通事故防止
～事故にあわない、おこさない～

運動の
重点

◦ルール無視　子どもが見てる　その行動

◦抱っこより　深い愛情　チャイルドシート

◦気のゆるみ　一杯だけが　命とり

全国重点
◦�歩行中・自転車乗用中の交通

事 故 防 止 （ 自 転 車 に つ い て
は、特に自転車安全利用五則
の周知徹底）

◦�後部座席を含めた全ての座席
のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

◦飲酒運転の根絶
大阪重点
◦�通学路における交通事故防止

４月６日
～15日

▽
日
時　

４
月
８
日
（
土
）
午

前
10
時
～
正
午
＝
雨
天
中
止

▽
場
所　

友
呂
岐
・
二
十
箇
水

辺
ひ
ろ
ば
（
左
の
地
図
の
と
お

り
）

▽
参
加
費　

無
料

申
込　

当
日
直
接

問　
「
ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」・

立
川
（
☎
０
９
０
・
２
３
８
２
・

７
３
５
６
）
又
は
市
水
・
み
ど

り
室
（
河
川
担
当
）

寝屋川
警察署

市役所

池田すみれ
こども園

消費生活
センター

至京都

寝
屋
川
市
駅

寝
屋
川

寝
屋
川
導
水
路

京
阪
電
車

国
道
１
７
０
号

府道
京都
守口
線

友
呂
岐
水
路

二十箇
水路

N

総合
センター

友呂岐・二十箇
水辺ひろば

　交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と
正しい交通マナーの実践を習慣付け、交通事故防止の徹底
を図ることを目的として全国で行われます。

問　道路交通課

寝屋川交通安全大会の開催運動の基本・重点

スローガン

高齢者用自転車ヘルメットの販売

春の全国交通安全運動

花
見
を
し
な
が
ら
Ｅ
ボ
ー
ト
乗
船
体
験
を
行
い
ま
す

昨年の舟下りの様子
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インフォメーション

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

れ
ん
げ
畑
を
開
放
し
ま
す

　

市
民
に
親
し
ま
れ
る
農
地
づ
く
り
を
目

指
し
、れ
ん
げ
畑
を
市
民
に
開
放
し
ま
す
。

▽
開
放
期
間　

４
月
中
旬
～
５
月
上
旬

（
予
定
）

※
①
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ゴ
ミ
な
ど
は
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
②
開
放
す
る
れ
ん
げ
畑
に

は
看
板
を
設
置
し
ま
す
③
場
所
な
ど
詳
し

く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
産
業
振
興
室
」

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

産
業
振
興
室

市

　
　政

中
核
市
へ
の
移
行
推
進
の
た
め 

機
構
改
革
を
実
施

　

４
月
１
日
（
土
）
付
け
で
、
次
の
と
お

り
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

市
小
中
一
貫
校
設
置
実
施
計
画 

（
素
案
）

　

平
成
17
年
度
か
ら
全
市
的
に
推
進
し
て

き
た
小
中
一
貫
教
育
の
次
な
る
ス
テ
ー
ジ

の
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
義
務
教
育
全

体
の
質
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
を
示
す
「
寝
屋
川
市
小
中
一
貫
校
設

置
実
施
計
画（
素
案
）」の
策
定
に
当
た
り
、

１
月
10
日
～
２
月
９
日
に
意
見
を
募
集
し

た
結
果
、
67
人
か
ら
１
６
６
件
の
意
見
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
あ
ら
ま
し
と
意
見

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
教
育
政
策
総
務
課
、

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
立
中
央
・
東
・

駅
前
図
書
館
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

教
育
政
策
総
務
課

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画 

（
素
案
）

　

公
共
施
設
な
ど
の
更
新
・
統
廃
合
・
長

寿
命
化
な
ど
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担
の
軽
減
・
平

準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
最
適
な
配

置
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
の
公
共
施
設

な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
方
針
を
示
す

「
寝
屋
川
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

の
策
定
に
当
た
り
、
１
月
23
日
～
２
月
23

日
に
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
１
人
か
ら

２
件
の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
あ
ら
ま
し
と
意
見

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
資
産
活
用
課
、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
立
中
央
・
東
・
駅
前

図
書
館
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

資
産
活
用
課

第
二
期
寝
屋
川
市
住
宅
・ 

建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画（
素
案
）

　

前
計
画
「
寝
屋
川
市
住
宅
・
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
計
画
」（
平
成
19
年
～
27
年
）

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
更
な
る
建
築
物

の
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
く
た
め
の
基
本

方
針
、
達
成
す
べ
き
新
た
な
目
標
設
定
や

実
施
計
画
に
つ
い
て
、
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

策
定
に
当
た
り
、
２
月
１
日
～
28
日
に

意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
意
見
の
提
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

ま
ち
づ
く
り
指
導
課

れんげ畑

○
「
中
核
市
調
査
課
」
の
名
称
を
「
中
核

市
推
進
課
」
に
変
更
し
ま
す
。

○
保
健
所
の
設
置
の
準
備
を
進
め
る
た

め
、
健
康
部
に
「
保
健
所
準
備
室
」
を
設

置
し
ま
す
。

問　

総
務
課

市
役
所
日
曜
窓
口
（
第
４
日
曜
日
） 

４
月
は
23
日

∧
業
務
実
施
窓
口
∨

　

市
民
課
、
保
険
事
業
室
、
納
税
課
で
す
。

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
も
あ
る
の

で
、
事
前
に
担
当
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問　

各
担
当
課
又
は
企
画
政
策
課

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
補
助
金
制
度 

～
登
録
団
体
及
び
寄
付
の
募
集
～

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
補
助
金
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
た
制
度
で
、
寄
付
者
が
支
援

し
た
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
へ
補
助
金
と
し

て
交
付
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
（
登
録

団
体
の
み
）

▽
補
助
限
度
額　

各
団
体
へ
の
寄
付
金
の

額※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
活

動
振
興
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
活
動
振
興
室

市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
等
及
び 

老
朽
危
険
建
築
物
等
に
係
る
対
策
の 

推
進
に
関
す
る
条
例
の
施
行

　

空
き
家
な
ど
の
適
正
な
管
理
や
老
朽
危

険
建
築
物
な
ど
へ
の
対
策
を
進
め
る
た
め

施
行
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
例
規
集
（
条
例
・

規
則
等
）」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

都
市
計
画
室

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
関
係
証
明
書
な
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

健
康
・
福
祉

ど
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
と
き
、事
前
に
登
録
し
た
人
に
対
し
て
、

交
付
し
た
事
実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

市
に
①
住
民
票
が
あ
る
人
（
５

年
以
内
に
除
か
れ
た
人
を
含
む
）
②
戸
籍

が
あ
る
人
（
婚
姻
な
ど
で
除
籍
さ
れ
た
人

を
含
む
）
③
戸
籍
の
附
票
が
あ
る
人
（
５

年
以
内
に
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

▽
必
要
な
書
類　

本
人
確
認
書
類
（
免
許

証
な
ど
）

※
①
法
定
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は
、

戸
籍
関
係
証
明
書
な
ど
法
定
代
理
人
で
あ

る
資
格
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
②

法
定
代
理
人
を
除
く
代
理
人
に
よ
る
申
し

込
み
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

申
請　

市
民
課
、各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
直
接

問　

市
民
課

市
民
課
窓
口
で
の 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

　

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
引
っ
越
し
な
ど

の
住
民
異
動
届
の
と
き
に
、
国
民
健
康
保

険
の
加
入
や
脱
退
・
子
ど
も
医
療
の
手
続

き
な
ど
を
行
い
ま
す
。
保
険
料
や
給
付
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
担
当
課
へ
案
内
し
ま

す
。

問　

市
民
課手

　続

　き

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

　

支
給
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
４
月

○�相談日時　火・土曜日午後１時～５時
○場所　市立市民会館１階
○�対応言語　英語・日本語（そのほかの言語は要
相談）
問　寝屋川市国際交流協会（☎811・5935）又は
市市民活動振興室

Neyagawa city has set up a consultation 
service for foreigners about problems in daily 
life.
○�Place : 1st floor Neyagawa City Civic hall(41-
1Hada-cho)
○Date : Every Tuesday and Saturday
○Hours : 1:00pm-5:00pm
○�Languages : English Japanese(Other 
languages are negotiable)
 Inquiries: Civil Activity Promotion　Office　
or Neyagawa city Ｉnternational Exchange & 
Friendship Association(NIEFA) (TEL 811・5935)

外国人のための
生活相談窓口

∧
市
域
を
含
む
路
線
の

ダ
イ
ヤ
改
定
を
実
施
∨

○
「
寝
屋
川
市
駅
」
～
「
イ
オ
ン
モ
ー

ル
四
條
畷
」
30
号
系
統
の
一
部
（
昼
間
１

時
間
４
便
の
う
ち
２
便
）を
延
伸
し
、「
寝

屋
川
市
駅
」～「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
」

～
「
忍
ケ
丘
駅
口
」
～
「
電
通
大
四
條

畷
キ
ャ
ン
パ
ス
」
系
統
を
新
設
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
京
阪
線
と
Ｊ
Ｒ
線
が
結

ば
れ
、
更
に
便
利
に
な
り
ま
す
。

○
「
寝
屋
川
団
地
」
～
「
星
田
駅
（
一

部
コ
モ
ン
シ
テ
ィ
星
田
ま
で
）」
45
Ｂ

号
系
統
に
つ
い
て
、
平
日
は
午
前
９
時

～
午
後
５
時
帯
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
午
前
９
時
～
午
後
７
時
帯
に
お
い

て
、
運
行
間
隔
を
お
お
む
ね
45
分
間
隔

に
変
更
し
ま
す
。

○
「
寝
屋
神
社
前
（
南
行
）」
停
留
所

の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
通
過
時
間
帯

を
午
前
９
時
～
午
後
６
時
59
分
に
変
更

し
ま
す
。

∧
停
留
所
の
新
設
及
び
名
称
の
変
更
∨

○
「
電
通
大
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス
」
新
設

○
「
電
気
通
信
大
学
前
」
→
「
電
通
大

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
」

○
「
教
育
セ
ン
タ
ー
」
→
「
高
倉
」

※
こ
の
ほ
か
の
便
に
つ
い
て
も
発
車
時

刻
の
変
更
な
ど
を
行
い
ま
す
。

∧
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
∨

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で
京
阪
グ
ル
ー
プ
の
バ
ス

を
利
用
す
る
と
き
に
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
額

の
10
パ
ー
セ
ン
ト
分
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

付
与
し
、
運
賃
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
っ
て
い
れ
ば
、
カ
ー
ド
残
額
の
代
わ
り

に
自
動
的
に
ポ
イ
ン
ト
で
精
算
し
ま
す
。

※
利
用
に
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

∧
京
阪
バ
ス
Ｉ
Ｃ
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
∨

　

京
阪
バ
ス
の
全
線
（
一
部
の
路
線
を

除
く
）
が
１
日
に
何
度
で
も
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
既
に
持
っ
て
い
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
Ｐ
ｉ
Ｔ
ａ
Ｐ
ａ
・
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
）
で
利
用
で
き
ま
す
∧
大
人
６

５
０
円
・
子
ど
も
３
３
０
円
（
バ
ス
車

内
で
利
用
当
日
の
み
の
発
売
）
∨
。

※
詳
し
く
は
京
阪
バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
京
阪
バ
ス
磁
気
カ
ー
ド
乗
車
券
の

発
売
・
利
用
終
了
∨

　

京
阪
バ
ス
グ
ル
ー
プ
共
通
バ
ス
カ
ー

ド
、京
阪
バ
ス
１
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト（
磁

気
カ
ー
ド
）
の
取
り
扱
い
を
次
の
と
お

り
終
了
し
ま
す
。

▽
発
売
終
了
日　

10
月
１
日
（
日
）

▽
利
用
終
了
日　

平
成
30
年
２
月
１
日

（
木
）

※
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
対
応
カ
ー

ド
の
共
通
利
用
も
終
了
し
ま
す
。

問　

京
阪
バ
ス
株
式
会
社
経
営
企
画
室

（
☎
０
７
５
・
６
８
２
・
２
３
１
０
）

又
は
市
道
路
交
通
課

京
阪
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
改
定
な
ど

４
月
１
日
　  

か
ら

土



16

インフォメーション

初
旬
か
ら
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
①
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
②
申
請
期
限
を

過
ぎ
る
と
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
③
窓
口

で
の
申
請
は
混
雑
す
る
の
で
、
郵
送
で
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
④
申
請
内
容
に
不

明
な
点
が
あ
っ
た
と
き
は
連
絡
す
る
と
き

が
あ
り
ま
す
が
、
市
や
厚
生
労
働
省
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問　

申
請
書
な
ど
を
直
接
又
は
郵

送
で
４
月
10
日
～
９
月
29
日
の
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
＝
消
印
有
効
＝
に
福
祉

総
務
課
（
給
付
金
担
当
〒
572
―
０
８
３
１

豊
野
町
15
番
10
号
市
役
所
別
館
１
階
☎
８

２
２
・
９
２
９
２
）

く
ら
し
の
情
報

シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の 

業
務
案
内

　

業
務
内
容
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。

※
各
種
証
明
書
の
届
け
出
や
申
請
を
す
る

人
の
本
人
確
認
の
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
の
提
示
が
必
要
で
す
。

問　

各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

寝
屋
川
斎
場
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
火
葬
の 

受
け
入
れ
サ
イ
ズ
を
拡
大

　

４
月
１
日
（
土
）
か
ら
寝
屋
川
斎
場
で

受
け
入
れ
る
ペ
ッ
ト
火
葬
の
箱
の
サ
イ
ズ

を
長
さ
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
小
型
犬
程

度
）
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
（
中
型
犬
程
度
）

に
拡
大
し
ま
す
。

施設名 取扱日時別業務内容 取扱業務

ねやがわシティ・ステーション
（☎ 801・1071）

開所時間…年末年始を除く午前９時～午後８時
取扱業務…右の１～16
※⑴�月～金曜日の午後５時30分以降と土・日曜日、祝日は８～
14の業務は取り扱いません（14の業務は平日の午後５時
まで）。７の業務は一部取り次ぎとなり即日交付はできませ
ん。第４日曜日のみ午後５時30分までは7～９及び９に関わ
る10～13（国民年金の手続きなど一部の業務を除く）を取
り扱います。

　⑵�月～金曜日の午後５時30分以降と土・日曜日、祝日の公金
納付は納付書が必要です。

　⑶�15の交付時間は、月～金曜日の午後７時までと、日曜日の午
後５時までです。

　⑷�16は平日の午後５時までです。

１. 公金の収納�
２.�住民票の写し・住民票記載事項
証明書の交付

３. 印鑑登録証明書の交付�
４. 年金現況届の証明�
５. 母子健康手帳の交付�
６. 健康手帳の交付�
７.�戸籍事項証明書など戸籍関係証
明書の交付

８. 市税証明書の交付�
９. 転入・転出・転居届などの受付�
10. 転校の手続き�
11. 児童手当の受付�
12.�国民健康保険・国民年金の手
続き

13.�子ども医療・後期高齢者医療の�
手続き

14.し尿くみ取りの手続きなど�
15.�旅券（パスポート）の交付（ね�
やがわシティ・ステーション）

16．�職業紹介・職業相談など�
＜ねやがわシティ・ステーション
内、ハローワーク職業紹介コーナー
（☎391・6850）、市地域就労
支援センター＞

香里園シティ・ステーション
（☎ 832・4131）

開所時間…�年末年始を除く午前９時～午後５時30分
取扱業務…右の１～14
※⑴�土・日曜日、祝日は１～７の業務のみ取り扱います。７の業
務は一部取り次ぎとなり即日交付はできません。第４日曜日
のみ７～９及び９に関わる10～13（国民年金の手続きなど
一部の業務を除く）を取り扱います。

　⑵14の業務は、平日の午後５時までです。
　⑶土・日曜日、祝日の公金納付は、納付書が必要です。

萱島シティ・ステーション
（☎ 823・6962）

西シティ・ステーション
（☎ 838・0324）

東シティ・ステーション
（☎ 822・3380）

堀溝サービス窓口
（☎ 811・5571）

月～金曜日の午前10時～午後５時 （祝日、年末年始を除く）
取扱業務…１～８、11～14

各シティ・ステーション業務案内

※�戸籍の届け出や印鑑登録の申請及び登録証の交付、個人番号カードの手続き、パスポートの申請受付は市民課でのみ行い
ます。
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

健
康
・
福
祉

人
　
権

※
幅
55
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
高
さ
45
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

∧
ペ
ッ
ト
の
火
葬
受
付
∨

　

市
民
課
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な

ど
）、印
鑑
、犬
の
鑑
札
（
持
っ
て
い
る
人
）

を
持
っ
て
事
前
に
各
窓
口
で
受
付
、
火
葬

料
金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

問　

市
民
課
（
市
民
生
活
担
当
）

家
庭
で
処
理
に
困
る
廃
油（
食
用
油
）

を
回
収

　

４
月
28
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

※
業
務
用
・
未
使
用
油
は
回
収
し
ま
せ

ん
。

問　
「
市
消
費
者
協
会
」・
前
田
（
☎
８
２

２
・
１
９
９
７
）

く
み
取
り
通
帳
が
変
わ
り
ま
す

　

切
り
替
え
は
、
市
民
課
及
び
各
シ

テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま
す
。
現

在
の
く
み
取
り
通
帳
を
持
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。

問　

緑
風
園
（
☎
８
２
３
・
７
７
５
８
）

募
集
情
報

民
間
賃
貸
住
宅
の
空
き
家
を 

借
上
住
宅
と
し
て
活
用
し
ま
せ
ん
か

∧
借
上
住
宅
の
募
集
∨

　

借
上
住
宅
と
し
て
認
定
さ
れ
た
住
宅
は

借
上
住
宅
登
録
台
帳
に
登
録
し
、
市
営
住

宅
と
し
て
転
貸
し
ま
す
。
借
上
住
宅
登
録

台
帳
へ
の
登
録
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
賃

貸
住
宅
の
募
集
も
で
き
ま
す
。

∧
主
な
基
準
∨

○
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備
基
準
に
適
合
し

た
共
同
住
宅
（
長
屋
住
宅
は
不
可
）

○
耐
火
構
造
又
は
準
耐
火
構
造
の
住
宅

○
４
階
建
て
以
上
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置○
新
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
住
宅

▽
タ
イ
プ　

１
Ｋ
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
床
面
積　

25
平
方
メ
ー
ト
ル
～
75
平
方

メ
ー
ト
ル
程
度

申
請
・
問　

所
定
の
用
紙
を
直
接
、
ま
ち

づ
く
り
事
業
推
進
室

※
実
施
要
領
、
各
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
室
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。維持管理・修繕

転貸

家賃

賃
貸
借
契
約

借
上
料

入

　居

入居者 寝屋川市

事業者
（オーナー）

入退去に伴う
修繕

府
営
住
宅
入
居
者
総
合
募
集

▽
募
集
予
定
内
容　

新
築
住
宅
、
空
き
家

住
宅

▽
申
込
書
配
布　

４
月
３
日
～
17
日
に

市
役
所
総
合
案
内
、
市
立
総
合
セ
ン

タ
ー
・
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
受

付
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀

溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

申
込　

郵
送
で
４
月
３
日
～
17
日
＝
消
印

有
効

問　

府
営
住
宅
寝
屋
川
管
理
セ
ン
タ
ー
日

本
管
財
株
式
会
社
（
☎
８
１
２
・
２
８
６

０
）
又
は
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
室

２
０
１
７
青
年
祭 

実
行
委
員
を
募
集

　

青
少
年
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
的

に
「
青
年
祭
」
を
開
き
ま
す
。
青
年
祭
実

行
委
員
が
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、
一
緒

に
寝
屋
川
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

▽
日
程　

10
月
～
12
月
頃

▽
対
象　

18
歳
～
30
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
市

内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
（
高
校
生
を

除
く
）

応
募
・
問　

４
月
13
日
～
５
月
11
日
に
電

話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
青
少
年
課（
☎
８
１
３
・

０
０
７
５
、
ＦＡＸ
８
１
３
・
０
０
８
７
）

市
立
小
・
中
学
校
職
員
募
集

∧
児
童
生
徒
支
援
人
材
∨

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
学
習
の
支
援
、

生
徒
指
導
の
補
助
を
し
て
も
ら
え
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

①
小
・
中
学
校
で
勤
務
の
経
験

が
あ
る
又
は
教
員
を
目
指
し
て
い
る
②
生

徒
指
導
に
つ
い
て
根
気
よ
く
取
り
組
み
、

健
康
で
教
育
に
情
熱
の
あ
る
人
24
人

▽
日
給　

８
３
６
０
円

∧
学
校
司
書
∨

　

市
立
小
・
中
学
校
の
学
校
図
書
館
で
、

運
営
・
教
育
活
動
の
支
援
な
ど
を
す
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

司
書
の
資
格
を
も
ち
、
健
康
で

学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
愛
情
を
も
っ

て
児
童
生
徒
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

６
人

▽
日
給　

８
５
２
０
円

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

▽
期
間　

４
月
17
日
～
平
成
30
年
３
月
31

日
（
長
期
休
業
日
も
勤
務
あ
り
、
６
か
月

更
新
）

▽
勤
務
日
時　

週
５
日
、
午
前
８
時
30
分

青年祭
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～
午
後
５
時

▽
選
考
日　

４
月
７
日
（
金
）

▽
選
考
方
法　

面
接

申
込
・
問　

４
月
３
日
～
６
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分
に
申
込
書
（
教
育
指

導
課
に
あ
り
ま
す
）、
写
真
１
枚
、
返
信

用
定
形
封
筒
（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
書
い
て
２
４
２
円
切
手
を
貼
付
）
を
直

接
、
教
育
指
導
課
（
〒
572
―
８
５
５
５
本

町
１
番
１
号
☎
８
１
３
・
０
０
７
１
）

健
康
増
進
計
画
推
進
委
員
を 

募
集

　

市
民
の
健
康
の
増
進
に
つ
い
て
総
合
的

な
計
画
内
容
を
検
討
す
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

▽
対
象　

応
募
日
現
在
、
市
の
審
議
会
な

ど
の
委
員
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
市
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
で
年
６
回
程
度
の
平
日
昼
の
会
議
に

出
席
で
き
る
人
２
人

▽
任
期　

２
年

▽
報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
９
０
０
０

円▽
選
考
方
法　

１
次
…
応
募
書
類
及
び
小

論
文
・
２
次
…
面
接

応
募
・
問　

応
募
用
紙
と
小
論
文
∧
テ
ー

マ
「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
健
康
と
は
」（
８

０
０
字
以
内
）
∨
を
直
接
又
は
郵
送
で
４

月
21
日
（
金
）
＝
必
着
＝
に
健
康
推
進
室

（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
、

ＦＡＸ
８
３
８
・
０
４
２
８
）

※
①
応
募
用
紙
な
ど
は
健
康
推
進
室
で
配

布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
健
康
推
進
室
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
②
選
考
結

果
は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
③
提
出
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

青
少
年
の
居
場
所
で
、
利
用
者
の
対
応

や
見
守
り
、
利
用
者
同
士
を
つ
な
ぐ
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
時
間
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

ス
マ
イ
ル
（
池
田
西
町
）・
ハ

ピ
ネ
ス
（
八
坂
町
）

▽
対
象　

18
歳
～
お
お
む
ね
30
歳
の
人

▽
謝
礼　

１
時
間
１
０
０
０
円
程
度

申
込
・
問　

電
話
で
青
少
年
課
（
☎
８
１

３
・
０
０
７
５
）

寝
屋
川
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

募
集

　

水
辺
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
の
提
案
を
し
て
み
た
い
人
や
川
の

生
き
物
や
文
化
・
市
民
活
動
に
興
味
が
あ

る
人
、
川
の
整
備
に
経
験
や
知
識
を
持
っ

て
い
る
人
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

年
３
～
４
回
程
度
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
）
開
か
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
出
席
及
び
水
辺
づ
く
り
作
業
な
ど

に
参
加
可
能
な
市
内
在
住
・
在
職
・
在

学
の
人

応
募
・
問　

４
月
１
日
～
６
月
30
日
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先

又
は
学
校
名
、
応
募
理
由
を
書
い
て
、
は

が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
水
・
み
ど
り
室
（
河

川
担
当
〒
572
―
０
８
３
２
本
町
15
番
１

号
、
ＦＡＸ
８
２
５
・
２
６
３
４
）

少
人
数
教
育
推
進
人
材
・ 

学
力
向
上
支
援
人
材
募
集

　

少
人
数
教
育
及
び
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
な
ど
を
行
う
人
と
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
を
支
援
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
期
間　

４
月
13
日
～
９
月
30
日

∧
長
期
休
業
中
も
勤
務
あ
り
、
勤
務
実
績

な
ど
に
よ
り
、平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

ま
で
更
新
あ
り
∨

▽
勤
務
日
時　

週
５
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

▽
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

▽
対
象　

原
則
、
小
学
校
又
は
中
学
校
の

教
員
免
許
を
持
つ
人

▽
日
給　

１
万
１
０
８
４
円

▽
選
考
日　

４
月
７
日
（
金
）

▽
選
考
方
法　

面
接

申
込
・
問　

４
月
３
日
～
６
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分
に
申
込
書
（
学
務
課

に
あ
り
ま
す
）、
写
真
１
枚
、
返
信
用
定

形
封
筒
（
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
２
４

２
円
切
手
を
貼
付
）
を
直
接
、
学
務
課

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

設
置
費
補
助
金
制
度

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

電
力
会
社
と
の
「
電
力
受

給
契
約
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
受
給
最

大
電
力
の
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
３
万
円

（
上
限
12
万
円
）

▽
募
集
件
数　

２
５
０
件
程
度
（
申
込

順
、
補
助
金
の
予
算
額
に
達
し
た
と
き
は

終
了
）

▽
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
の
居
住
す
る
住
宅
に
未
使
用
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
る

○
電
力
会
社
と
の
電
力
受
給
契
約
を
平
成

寝屋川再生ワークショップ

市
公
募
補
助
金
公
開 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
日
時　

４
月
23
日
（
日
）
午
前
９

時
（
予
定
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

申
込　

当
日
直
接

問　

企
画
政
策
課

委員会など
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

安
全
・
安
心

健
康
・
福
祉

相談名 内容など 日時（祝日・年末年始を除く） 申し込み方法 申し込み・問合先（相談場所）

法律相談

同
一
案
件
の
相
談
は
原
則
１
回
限
り
で
す

相続、借地、借家、不動産、離
婚などの法的問題の相談
定員…７人
相談時間…30分程度
相談員…弁護士

月～金曜日と第４日曜日（４月23日・５月28日・６月25日）
午後１時～４時 30分、１週間前の同じ曜日の午前９時
から電話予約を受付（申込順）
※土・日曜日、祝日、年末年始は申し込みできません。
※�第４日曜日の予約は、前の週の月曜日（月曜日が祝日
のときは翌日）から受け付けます。

広報広聴課
☎ 824・1155

登 記 ・
測量相談

登記手続きや土地・家屋の測量、
境界明示などの相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…司法書士、土地家屋調
査士

第２木曜日
午後１時～４時�
（４月13日・５月11日・６月８日） 相談日の午前９時

から電話予約を受
付（申込順）

国税相談

所得税、相続税、贈与税などの
相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…税理士

第３木曜日
午後１時～４時
（４月20日・５月18日・６月15日）

不 動 産 ･
建築相談

不動産の売買、家屋の新築・増
築の手続きなどの相談
定員…４人
相談時間…30分程度
相談員…宅地建物取引士、建築士

第２金曜日
午後２時～４時
（４月14日・５月12日・６月９日）

相談日の午前９時
～正午に電話予約
を受付（申込順）

相 続 ･
遺 言 等
相 談

遺産分割協議書、遺言書、離婚
協議書などの相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…行政書士

第３金曜日
午後１時～４時
（４月21日・５月19日・６月16日）

相談日の午前９時
から電話予約を受
付（申込順）

行 政 相 談 国の行政機関などへの相談や要望相談員…行政相談委員
毎週火曜日
午前 10時～正午

直接又は電話で相
談してください

市 政 相 談 市役所への相談や要望相談員…市職員
月～金曜日
午前９時～午後５時 30分

消費生活相談

商品やサービスに不満や疑問を
感じたり、訪問販売などで契約
上のトラブルに巻き込まれたりし
たときや多重債務に関わる相談
相談員…消費生活相談員

月～土曜日
午前９時～正午
午後１時～４時

消費生活センター
（桜木町５番 30号）
☎ 828・0397

人 権 相 談

人権に関わる相談
定員…３人
相談員…人権擁護委員

毎週火曜日
午後１時・２時・３時

直接又は電話で予
約してください 人権文化課

☎ 824・1181
人権に関わる相談

月～金曜日
午前９時～午後５時 30分
※�電話での相談もでき�ます。

当日直接

女性のための
法律相談

女性弁護士による離婚、ＤＶ、
相続などの法的相談
定員…４人

第３火曜日（祝日も実施）
午後１時 30分～４時 30分
（４月18日・５月16日・６月20日）

前日の午前 10 時
から電話予約を受
付（申込順）

男女共同参画推進センター
ふらっと ねやがわ（産業振興
センター5階）☎800・5790

女性の心の悩
み相談（カウ
ンセリング）

カウンセラーが助言・アドバイ
スするのではなく、悩みを本人
が話すことで心の整理をつけ、
一緒に問題解決を図ります（女
性の相談員がサポートします）

面
接

毎週月曜日午前９時30分～午
後０時40分、毎週水曜日午後
１時30分～４時40分（祝日も
実施）
※�第3木曜日午後１時30分～４時
40分（祝日も実施）。

電話で予約してく
ださい

男女共同参画推進センター
ふらっと ねやがわ（産業振興
センター5階）☎800・5789
※�第３木曜日のみ、ねやがわシ
ティ・ステーションで行います。

電
話

毎週金曜日午後１時～５時
午後４時 30分までに電話して
ください。
※�祝日も実施。 申込不要です

男女共同参画推進センター
ふらっと ねやがわ（産業振興
センター5階）☎800・5584男性のための

悩み相談（カ
ウンセリング）

男性相談員による男性の自立、
生き方、人間関係などの相談

第２水曜日午後７時～９時（４月12
日・５月10日・６月14日）午後８
時30分までに電話してください。

子どもに
関する相談

18 歳未満の子どもの問題につ
いての相談（いじめ、育児、発
達、性格、学校生活など）

月～金曜日
午前９時～午後５時 30分
※�電話での相談もでき�ます。

電話で予約してく
ださい

こどもを守る課こども相談担
当（総合センター２階）
☎838・0181

教育相談
幼児・児童・生徒の教育につい
ての相談（不登校、学習、性格、
友人関係など）

月～金曜日
午前９時～午後５時
※�電話での相談もでき�ます。

教育研修センター
（池田新町 3番 23号）
☎ 838・7830

就労相談 就職困難者を対象に就労の相談
求人情報検索・個別相談
毎週月・火・木・金曜日
午前10時～午後５時

地域就労支援センター
（ねやがわシティ・ステーショ
ン内）�
☎ 828・0751

※秘密は守ります。次回は７月号に掲載します。困ったときは相談を（無料）　～４・５・６月～
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インフォメーション

28
年
４
月
１
日
以
降
に
締
結
し
、
電
力
の

受
給
を
開
始
し
て
い
る

○
市
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
つ

い
て
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
が

な
い

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
用
紙
（
申
請
書
・
同
意
書
）
配
布
場
所

　

環
境
推
進
課
、
市
役
所
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
推
進
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
請
・
問　

提
出
書
類
を
配
達
記
録
が
残

る
簡
易
書
留
な
ど
の
郵
送
で
４
月
１
日

～
平
成
30
年
３
月
９
日
に
環
境
推
進
課

（
〒
572
―
０
８
５
５
寝
屋
南
一
丁
目
２
番

１
号
）

集
会
所
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
を
補
助

　

自
治
会
を
対
象
に
集
会
所
へ
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

※
設
置
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
環
境
推
進
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
案
内
や
補
助
金
交
付
申

請
書
、
交
付
請
求
書
は
環
境
推
進
課
で
配

布
し
ま
す
。

申
込
・
問　

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
直
接
、

環
境
推
進
課

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト 

寝
屋
川
エ
コ
の
市
出
店
者
募
集

　
「
環
境
フ
ェ
ア
」
会
場
で
の
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

▽
日
時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
＝
雨
天
中
止

▽
場
所　

市
立
中
央
小
学
校

▽
出
店
資
格　

市
内
に
在
住
・
在
職
で
20

歳
以
上
の
人

▽
出
店
料　

無
料

▽
募
集
数　

１
２
０
店
舗
（
２
メ
ー
ト
ル

×
２
メ
ー
ト
ル
、
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
）

▽
出
店
内
容　

①
リ
サ
イ
ク
ル
品
・
未
使

用
品
は
問
い
ま
せ
ん
②
飲
食
物
の
出
店
、

テ
ン
ト
設
営
は
で
き
ま
せ
ん
③
車
で
の
搬

出
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
転
車
か
徒
歩
で

運
べ
る
程
度
で
お
願
い
し
ま
す

申
込
・
問　

封
書
（
申
し
込
み
は
一
人
１

区
画
又
は
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
区
間
）

に
住
所
（
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
そ
の
代
表

者
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

主
な
出
店
品
目
を
書
い
た
用
紙
と
返
信
用

封
筒
（
長
形
３
号
封
筒
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
書
い
て
82
円
切
手
を
貼
付
）

を
４
月
20
日
（
木
）
＝
消
印
有
効
＝
ま
で

に
環
境
推
進
課

※
抽
選
結
果
は
５
月
11
日
（
木
）
に
発
送

し
ま
す
。

相

　
　談

Ｎ
Ｐ
О
な
ん
で
も
相
談

　

４
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人

の
設
立
手
続
き
、
団
体
運
営
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
、
定
員
４
団
体
（
申
込
順
）。

申
込
・
問　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　

４
月
18
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
機

器
の
故
障
・
ト
ラ
ブ
ル
、
定
員
10
人
（
申

込
順
）、
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る 

無
料
相
談
会

　

４
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）、
守

口
文
化
セ
ン
タ
ー
（
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
）、

不
動
産
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込　

当
日
直
接

問　

府
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
☎
06
・
６

２
０
３
・
２
１
０
０
）

行
政
書
士 

日
曜
無
料
相
談

　

４
月
23
日
午
後
１
時
～
３
時
、
市
立
総

合
セ
ン
タ
ー
、
遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
・

内
容
証
明
・
示
談
書
の
作
成
な
ど
。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
大
阪
府
行
政
書
士
会
枚
方
支
部
」・

渋
谷
（
☎
８
１
４
・
９
９
２
０
）

調
停
手
続
無
料
相
談

　

４
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
広
報
広
聴
課
相
談
室
、
調
停
制
度
の
利

用
な
ど
。

問　

大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎
06
・
６
３

６
３
・
３
０
９
１
）

産
業
・
事
業
者

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の 

無
料
経
営
相
談

　

市
内
事
業
者
及
び
創
業
予
定
者
を
対
象

に
経
営
・
技
術
支
援
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
相
談
日
時　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
、

１
人
１
時
間
程
度
）

※
①
月
１
回
、
夜
間
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

②
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
出
勤
日
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
見

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

直
接
又
は
電
話
で
産
業
振
興

室
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

市
小
規
模
企
業
事
業
資
金 

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
利
用

　

市
内
で
事
業
を
営
む
小
規
模
企
業
者

が
、
金
融
機
関
か
ら
円
滑
に
資
金
を
調
達

で
き
る
よ
う
、
大
阪
信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
付
し
て
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

▽
利
用
資
格　

市
内
に
お
い
て
同
一
場
所

で
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
小
規
模

企
業
者

▽
融
資
限
度
額　

５
０
０
万
円

▽
資
金
使
途　

運
転
資
金
、
設
備
資
金

▽
融
資
利
率　

年
１
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

▽
融
資
期
間　

５
年
以
内

▽
担
保　

原
則
不
要

▽
連
帯
保
証
人　

法
人
、
組
合
の
み
代
表

者
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健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

税
・
保
険
・
年
金

安
全
・
安
心

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

産
業
振
興
室

産
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー
の 

テ
ー
マ
を
募
集

▽
募
集
内
容　

事
業
活
性
化
や
技
術
・
経

営
力
強
化
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の

テ
ー
マ

▽
対
象　

市
内
で
１
年
以
上
の
活
動
実
績

の
あ
る
事
業
者
団
体

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
を
５
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
、
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）安

全
・
安
心

防

　
　災

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
か
ら
の　
　

お
知
ら
せ

∧
救
命
入
門
コ
ー
ス
∨

　

４
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
午
後

３
時
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部
、

胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど
の
習

得
、
寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
・

在
学
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講
無
料
。

申
込
・
問　

４
月
４
日
～
７
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
電
話
で
枚
方
寝
屋
川
消

防
組
合
救
急
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１
８
）

∧
普
通
救
命
講
習
会
∨

　

４
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
、
枚
方
消
防
署
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
知
識
と

技
術
を
習
得
、
寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在

住
・
在
職
・
在
学
の
人
30
人
（
申
込
順
）、

受
講
無
料
。

申
込
・
問　

４
月
11
日
～
14
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
電
話
で
枚
方
消
防
署
警

備
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
４
４
）

∧
応
急
手
当
普
及
員
講
習
∨

　

５
月
17
日
～
19
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
知

識
と
技
術
及
び
指
導
技
法
を
習
得
し
、
普
及

で
き
る
、寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
・

在
学
の
人
30
人
（
申
込
順
）、受
講
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
３
６
７
２
円
が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

４
月
25
日
～
28
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
電
話
で
枚
方
寝
屋
川
消
防
組

合
救
急
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１
８
）

∧
甲
種
防
火
管
理
講
習
∨

　

５
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
・
24
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部
、

寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
の
人

で
防
火
管
理
の
資
格
を
必
要
と
し
、
適
切

に
業
務
を
遂
行
で
き
る
人
１
０
０
人
（
申

込
順
）、
受
講
料
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
、
初
日
に
納
付
）。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
（
消
防
署
・
消

防
出
張
所
で
配
布
）
に
６
か
月
以
内
の
写

真
を
を
貼
っ
て
、
４
月
17
日
～
21
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
15
分
に
直
接
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
消
防
本
部
予
防
指
導
課
（
☎
８
５

２
・
９
９
１
２
、
ＦＡＸ
８
０
０
・
３
０
０
０
）

※
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
今
後
30
年

以
内
に
70
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
は
、

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
耐

震
性
能
の
低
い
木
造
住
宅
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
住
宅
の
安
全
性

を
確
保
し
て
耐
震
性
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

耐
震
補
強
工
事
は
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

と
異
な
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
建

築
士
の
専
門
知
識
が
必
要
で
す
。
相
談

の
上
、
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

∧
住
ま
い
の
耐
震
補
強
∨

　

次
の
よ
う
な
補
強
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
接
合
部
に
補
強
金
物
を
設
置
（
左
の

図
の
と
お
り
）

○
基
礎
を
補
強

○
耐
力
壁
を
増
や
す

○
重
い
屋
根
を
軽
量
化

∧
耐
震
補
助
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
∨

　

市
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震

診
断
、
耐
震
改
修
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

∧
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
∨

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建
築
で

現
在
居
住
し
て
い
る
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
10
分
の
９

（
上
限
４
万
５
０
０
０
円
）
を
補
助
。

※
一
戸
建
て
の
住
宅
は
、
平
成
12
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
が
対

象
で
す
。

∧
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
∨

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建
築
で
、

現
在
居
住
し
て
い
る
２
階
建
て
以
下
の

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
計
画
の
策
定
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
10
分
の
７
（
上
限

10
万
円
）
及
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
す

る
費
用
の
う
ち
上
限
90
万
円
を
補
助
。

※
耐
震
設
計
の
み
の
補
助
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

ほ
か
に
も
要
件
な
ど
が
あ
る
の
で
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
指
導
課

地
震

大
丈
夫
？

あ
な
た
の
家
はが

起
き
て
も
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※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
①
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
②

詳
し
く
は
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

防

　
　犯

４
月
18
日
～
27
日
春
の
地
域
安
全
運
動

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
防
犯
協
会
、
寝
屋

川
警
察
署
、
市
が
一
つ
に
な
っ
て
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
、
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

∧
期
間
中
の
主
な
活
動
な
ど
∨

　

①
４
月
19
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
か

ら
市
内
４
駅
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
配

布
の
防
犯
広
報
活
動
②
４
月
22
日
（
土
）

午
後
８
時
か
ら
市
全
域
で
夜
間
一
斉
街
頭

防
犯
活
動
③
各
地
域
で
の
啓
発
③
の
ぼ

り
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
出
。

問　

寝
屋
川
警
察
署
生
活
安
全
課
（
☎
８

２
３
・
１
２
３
４
）
又
は
市
危
機
管
理
室

市
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

　

平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
、
市
域
で
の

犯
罪
抑
止
の
環
境
づ
く
り
や
警
察
捜
査
の

支
援
を
目
的
に
駅
周
辺
地
域
の
交
差
点
付

近
や
主
要
幹
線
道
路
沿
い
、
市
域
境
界
な

ど
の
各
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
に
当

た
っ
て
は
、
寝
屋
川
警
察
署
と
の
協
定
に

基
づ
き
、
重
大
事
件
発
生
時
な
ど
に
警
察

に
よ
る
迅
速
な
捜
査
が
行
え
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

※
防
犯
カ
メ
ラ
の
画
像
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
十
分
配
慮
し
た
管
理
を
行
い

ま
す
。

問　

危
機
管
理
室

防犯カメラ

税
・
保
険
・

年
金

税
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧

▽
期
間　

４
月
３
日
～
５
月
31
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

※
期
間
終
了
後
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

▽
場
所　

固
定
資
産
税
課

▽
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿

▽
縦
覧
で
き
る
人　

①
固
定
資
産
税
（
土

地
・
家
屋
）
の
納
税
者
②
同
居
の
親
族
で

納
税
者
か
ら
の
委
任
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
③
納
税
者
の
代
理
人
（
代
理
人
選
任

届
又
は
委
任
状
が
必
要
）

※
本
人 

（
代
理
人
を
含
む
）確
認
の
た
め
、

運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
証
明
書

１
点
又
は
健
康
保
険
証
、
診
察
券
な
ど
種

類
の
違
う
も
の
２
点
が
必
要
で
す
。

問　

固
定
資
産
税
課

固
定
資
産
の
審
査
申
出

　

前
年
中
の
地
目
の
変
換
や
家
屋
の
新
築

な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
固
定
資
産
の
評

価
額
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
４
月
３
日

（
月
）
か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

日
以
降
３
か
月
以
内
に
、
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局

（
市
民
税
課
内
）

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
は
、
自
動
で
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
て
納
め
る
便
利
な
制
度
で
す
。

申
込　

次
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
①
納
税
課
又
は
各
シ
テ
ィ
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
専
用
端
末
機
に
取
扱
金
融

機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
て
暗

証
番
号
を
入
力
②
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

で
申
込
書
に
通
帳
印
を
押
印
し
て
提
出

（
手
続
き
に
40
日
ほ
ど
要
す
る
た
め
、
希

望
の
振
替
時
期
に
間
に
合
わ
な
い
と
き
が

あ
り
ま
す
）

∧
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
∨

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
市
税
に
は
督
促
手
数

料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
付
の

相
談
も
な
く
滞
納
を
続
け
る
と
、
財
産
の

差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問　

納
税
課

軽
自
動
車
税
の 

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン

化
特
例
（
税
額
の
軽
減
）
措
置
が
１
年
間

延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
28
年
４
月
１
日
～

29
年
３
月
31
日
に
最
初
の
新
規
検
査
を
受

け
た
軽
４
輪
車
な
ど
の
う
ち
、
排
出
ガ
ス

や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ

い
も
の
に
つ
い
て
、
29
年
度
分
に
限
り
軽

自
動
車
税
を
軽
減
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課

各
種
保
険
・
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る 

お
知
ら
せ

∧
健
康
診
査
受
診
券
の
送
付
∨

　

被
保
険
者
に
「
健
康
診
査
受
診
券
」
を

４
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
（
年
度
途
中
に

75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
に

順
次
送
付
し
ま
す
）。

　

受
診
券
に
記
載
の
有
効
期
限
内
に
指
定

医
療
機
関
な
ど
で
、
年
度
中
１
回
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
。
事
前
に
医
療
機
関
な
ど

に
連
絡
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
に
該
当
す
る
人
は
、
健
康
診
査
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
病
院
又
は
診
療
所
に
６
か
月
以
上
継
続

し
て
入
院
中
の
人

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保

健
施
設
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
害
者
支
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健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

援
施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
又
は
入
居
し

て
い
る
人

◎
平
成
29
年
３
月
に
75
歳
に
な
っ
た
人
に

は
、
４
月
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
75

歳
に
な
る
ま
で
、
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
同
じ
内
容
の
「
特
定

健
診
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

∧
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成
∨

　

被
保
険
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

と
き
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
上

限
額
２
万
６
０
０
０
円
、
年
度
中
１
回
限

り
）。
受
診
後
に
市
保
険
事
業
室
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
ま
で
領
収
書
な
ど
は
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
人
間
ド
ッ
ク

の
領
収
書
②
人
間
ド
ッ
ク
検
査
結
果
通
知

書
な
ど
の
写
し
③
被
保
険
者
証
④
口
座
情

報
が
分
か
る
も
の
⑤
印
鑑

※
脳
ド
ッ
ク
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
給

付
課
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）
又

は
市
保
険
事
業
室
（
後
期
高
齢
者
医
療
担

当
）国

民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

∧
平
成
29
年
度
の
納
付
は
６
月
か
ら
∨

　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
６

月
に
決
定
し
、
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。
納
付
書
払
い
の
人
は
年
額
保

険
料
を
10
回
に
分
割
し
た
納
付
書
を
同
封

し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人
は
、

平
成
29
年
２
月
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・

８
月
に
仮
徴
収
額
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
決
定

後
、
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を
10

月
・
12
月
・
翌
年
２
月
に
本
徴
収
額
と
し

て
分
割
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。
本
徴
収

開
始
の
お
知
ら
せ
な
ど
は
６
月
に
送
付
し

ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
に
は
前
年
中

の
収
入
申
告
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告
、

市
・
府
民
税
申
告
、
勤
務
先
で
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
人
は
、
収
入
が
な
く
て
も

税
務
署
又
は
市
民
税
課
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

∧
加
入
・
脱
退
な
ど
の
届
け
出
は

14
日
以
内
に
∨

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
な
ど
は

必
要
な
書
類
な
ど
を
確
認
し
て
必
ず
14
日

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
き
は
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担

に
な
る
な
ど
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

∧
届
け
出
案
内
∨

　

届
け
出
は
平
常
業
務
の
ほ
か
、
毎
週
木

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
後
８
時
ま
で
と

毎
月
第
４
日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分
に
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
シ

テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
平
日
と
毎
月

第
４
日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

（
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
は
平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

保
険
事
業
室
（
賦
課
担
当
）

差
し
押
さ
え
財
産
を 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

国
民
健
康
保
険
料
の
確
保
と
期
限
内
に

納
付
し
た
人
と
の
負
担
の
公
平
を
図
る
た

め
、
滞
納
者
の
不
動
産
や
動
産
、
各
種
の

債
権
を
差
し
押
さ
え
、
一
部
に
つ
い
て
財

産
の
換
価
（
公
売
）
を
行
い
ま
す
。

　

公
売
に
参
加
す
る
人
は
、「
ヤ
フ
ー
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

参
加
申
し
込
み
を
し
て
入
札
し
て
く
だ
さ

い
。

　

参
加
申
し
込
み
の
と
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
用
い
た
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要
と
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

▽
出
品　

バ
イ
ク
な
ど

▽
参
加
申
込
期
間　

４
月
11
日
午
後
１
時

～
27
日
午
後
11
時

▽
入
札
期
間　

５
月
９
日
午
後
１
時
～
11

日
午
後
11
時

※
滞
納
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
直

前
に
公
売
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問　

保
険
事
業
室
（
納
付
担
当
）

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク 

助
成
事
業
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
に

対
し
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
上
限
２
万

円
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
次

の
全
て
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

▽
対
象　

①
満
30
歳
以
上
の
人
（
こ
れ
ま

で
対
象
外
だ
っ
た
内
臓
疾
患
で
治
療
を
受

け
て
い
る
人
も
助
成
の
対
象
）
②
市
国
民

健
康
保
険
に
１
年
以
上
加
入
し
て
い
て
、

保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
③
検
査
結
果
を

提
出
の
上
、
結
果
を
特
定
健
康
診
査
に
提

供
す
る
。

∧
申
請
の
方
法
∨

　

①
事
前
に
保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
申

請
②
受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
な
ど

へ
直
接
申
し
込
み
③
受
診
後
、
検
査
費

用
の
全
額
を
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
い
、

領
収
書
を
受
け
取
る
④
決
定
通
知
書
・

領
収
書
・
検
査
結
果
表
を
持
っ
て
保
険
事

業
室
へ
助
成
金
を
請
求
（
指
定
の
銀
行
口

座
に
振
り
込
み
）。

問　

保
険
事
業
室
（
給
付
担
当
）

年
金
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

∧
保
険
料
の
改
定
∨

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
万
６

４
９
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
前
納
な
ど
、
納
付
方
法
に
よ
っ
て

は
納
付
額
の
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。

∧
学
生
の
納
付
特
例
申
請
を
受
付
∨

　

学
生
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、
本
人
の
前
年
所
得
が

基
準
額
以
下
で
あ
れ
ば
納
付
特
例
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

平
成
29
年
度
分
の
受
付
は
４
月
１
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
年
金
手
帳
②

学
生
証
の
写
し
③
印
鑑
（
本
人
が
申
請
す

る
と
き
は
不
要
）

∧
国
民
年
金
の
加
入
や
種
別
の
変
更
届
∨

　

退
職
（
２
号
→
１
号
）
や
厚
生
年
金
加

入
中
の
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と

き
（
３
号
→
１
号
）
は
、
国
民
年
金
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
に
は
、
年
金
手
帳
・
印
鑑
な
ど
の

ほ
か
、
書
類
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　

市
民
課
（
年
金
担
当
）
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インフォメーション

健
康
・
福
祉

母
子
保
健

母
子
保
健
事
業

　

日
時
な
ど
は
25
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り

で
す
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

乳
幼
児
健
康
診
査

　

４
月
分
の
個
別
通
知
が
ま
だ
届
い
て
な

い
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
４
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
28
年
11
月
16
日
～
12
月
13
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
27
年
７
月
16
日
～
８
月
15
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
25
年
９
月
１
日
～
10
月
６
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
歯
の
親
子
教
室
∨

　

平
成
26
年
９
月
１
日
～
10
月
10
日
生
ま

れ
の
人
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

▽
対
象　

妊
娠
中
の
市
民

▽
内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
（
虫
歯
・

歯
周
病
・
欠
損
歯
な
ど
）・
歯
面
清
掃
・

指
導
な
ど

▽
回
数　

妊
娠
中
に
１
回

▽
健
診
費
用　

無
料

▽
受
診
方
法　

市
内
の
取
扱
医
療
機
関

（
広
報
ね
や
が
わ
５
月
号
と
同
時
配
布
の

「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
子
育
て
支
援
課
」
を
見
て
く

だ
さ
い
）
に
直
接
連
絡
し
、
母
子
健
康
手

帳
・
健
康
保
険
証
・
受
診
券
（
母
子
健
康

手
帳
別
冊
「
す
こ
や
か
に
」
に
付
い
て
い

ま
す
）
を
窓
口
へ
提
出

問　

子
育
て
支
援
課

子
ど
も
の
予
防
接
種

　

予
防
接
種
の
開
始
時
期
、
追
加
接
種

な
ど
を
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ

う
（
下
の
表
の
と
お
り
）。

▽
接
種
場
所　

市
内
又
は
守
口
市
・
門
真

市
・
大
東
市
・
四
條
畷
市
内
の
取
扱
医
療

機
関

※
①
取
扱
医
療
機
関
に
予
約
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
っ
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
②

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
市
内
取
扱
医
療
機
関
と
枚
方

市
・
交
野
市
内
の
６
か
所
の
医
療
機
関
で

取
り
扱
い
ま
す
。

▽
費
用　

定
期
接
種
の
期
間
内
は
無
料

∧
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
∨

　

平
成
29
年
度
に
18
歳
に
な
る
人
（
平
成

11
年
４
月
２
日
～
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）
は
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
、
不

足
分
は
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

∧
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
の

定
期
予
防
接
種
∨

　

や
む
を
得
ず
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
接

種
す
る
と
き
は
、
事
前
に
子
育
て
支
援
課

で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

∧
定
期
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
∨

　

長
期
療
養
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
、
期
間
内
に
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
の
救
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
生
後
２
か
月
頃
の
子
ど
も
は
、
接
種
案

内
を
個
別
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
検
索
で
き
ま

す
。

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
課
（
予
防
担
当
）

健
康
づ
く
り

童
謡
唱
歌
を
歌
う
会 

新
緑
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
月
10
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
20
分
、
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
40
歳
以
上
の
市
民
80
人
（
申
し
込

み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加
費
５
０

０
円
（
飲
み
物
代
な
ど
）。

申
込
・
問　

直
接
又
は
往
復
は
が
き
に
イ

ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
４

予防接種名 定期予防接種の期間 回　数

ヒブ 生後２か月～５歳になる前日
※接種開始月により接種回数が変わります ４回

小児用肺炎球菌 生後２か月～５歳になる前日
※接種開始月により接種回数が変わります ４回

B型肝炎 １歳になる前日まで ３回

４種混合 生後３か月～７歳６か月になる前日 ４回

BCG １歳になる前日まで １回

麻しん風しん（MR）
混合１期 １歳～２歳になる前日 １回

麻しん風しん（MR）
混合２期

小学校就学前の１年間
※�平成29年度の対象者は、平成23年４月2
日～24年４月1日生まれの人

１回

水痘 １歳～３歳になる前日 ２回

日本脳炎1期
生後６か月～７歳６か月になる前日
※�日本脳炎は生年月日によって、特例の対
象者になる人がいます

３回

日本脳炎２期
９歳～13歳になる前日
※�日本脳炎は生年月日によって、特例の対
象者になる人がいます

１回

２種混合
（ジフテリア、破傷風） 11歳～13歳になる前日 １回

子どもの予防接種
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

▽
対
象　

風
し
ん
抗
体
検
査
（
過
去
５
年

以
内
）
の
結
果
、
抗
体
が
十
分
で
な
い
と

判
定
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者

○
妊
婦
の
配
偶
者

※
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
ず
に
接
種
す

る
人
や
妊
娠
中
の
人
は
助
成
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
接
種
方
法　

本
人
確
認
書
類
、
風
し
ん

抗
体
検
査
の
結
果
が
分
か
る
も
の
を
持
っ

て
、
取
扱
医
療
機
関
で
接
種

※
女
性
は
接
種
後
２
か
月
間
の
避
妊
が
必

要
で
す
。

▽
自
己
負
担
額　

３
０
０
０
円

▽
場
所　

市
内
取
扱
医
療
機
関
（
広
報
ね
や

が
わ
５
月
号
と
同
時
配
布
の
「
健
康
づ
く
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
健

康
推
進
室
」
に
掲
載
）

※
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
と
き

は
、接
種
時
に
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
、

後
日
助
成
額
を
還
付
し
ま
す
。
平
成
30
年

３
月
末
ま
で
に
健
康
推
進
室
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

∧
風
し
ん
抗
体
検
査
∨

　

寝
屋
川
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
で

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
費
用　

寝
屋
川
保
健
所
…
無
料
、
医
療
機

関
…
希
望
す
る
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ

▽
検
査　

寝
屋
川
保
健
所
…
第
２
・
４
水

曜
日
午
前
11
時
～
11
時
30
分
（
予
約
が
必

要
）、
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

に
電
話
で
寝
屋
川
保
健
所
（
☎
８
２
９
・

７
７
７
３
）

問　

健
康
推
進
室
（
風
し
ん
抗
体
検
査
に

つ
い
て
…
寝
屋
川
保
健
所
）

ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
健
康
ポ
イ
ン
ト

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
教
室
な
ど
の
事

業
に
参
加
し
て
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
景
品

と
交
換
で
き
ま
す
。
対
象
事
業
は
、
健
康

推
進
室
、
市
民
課
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

▽
景
品
内
容　

右
の
表
の
と
お
り

▽
景
品
交
換
期
間　

６
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
健
康
推

進
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
推
進
室

成
人
歯
科
健
康
診
査

▽
対
象
者　

平
成
30
年
３
月
31
日
時
点
で

30
歳
・
35
歳
・
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55

月
21
日
（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立
中

央
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
572
―
０
０

０
４
成
田
町
３
番
６
号
☎
８
３
２
・
０
０

５
０
）

成
人
の
麻
し
ん
風
し
ん
費
用 

助
成
の
お
知
ら
せ

　

風
し
ん
に
対
す
る
抗
体
を
持
た
な
い
女

性
が
妊
娠
中
（
特
に
妊
娠
20
週
頃
ま
で
）

に
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
が
白
内
障
や
先
天
性
心
疾

患
、難
聴
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

風
し
ん
の
流
行
を
防
ぎ
、
妊
婦
と
赤
ち
ゃ

ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
麻
し
ん
風
し
ん

（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内　容 日　時 対　象 申　込

プレママ
教室

（３回で
１コース）

妊娠中の健康管理・妊婦体
操実技・リラックス法（助産
師・保健師）

５月12日（金）
午後１時30分

～４時
妊娠５か月以
上の妊婦と家
族30組

５月11日（木）
までに電話

母と子の歯と口の健康・妊娠
中の栄養（保健師・歯科衛生
士・栄養士）

　　19日（金）
午後１時30分

～４時
お産について・妊娠中の生
活・母乳育児（助産師・保
健師）

　　26日（金）
午後１時30分

～４時

離乳食
講習会

離乳食の進め方についての
実演と指導

　　12日・26日いず
れも金曜日午後１時
30分～３時

５か月～１歳６
か月の子どもと
保護者20組

開催日の前日
までに電話

母乳相談

母乳栄養で困っていることや
不安なことについての個別相
談・実技指導（助産師・保健
師）

　　11日（木）
午後１時

～３時40分

母乳栄養を行っ
ている乳幼児と
保護者７組

離乳食相談
離乳食についての相談（始め
方が分からない、スムーズに
進まないなど）

　　11日（木）
午後２時30分

～３時30分

離乳食が進みに
くい乳児の保護
者５人

パパママ
体験教室

育児の準備・もく浴の実技
（助産師・保健師）

　　31日（水）
午後１時30分

～４時

妊娠５か月以上
の妊婦とその家
族24組

育児相談
子育てについて、保健師など
が相談に応じます。電話での
相談も受け付けています

月～金曜日（祝日を
除く）
午前９時
～午後５時30分

市内在住の人 直接又は電話

母子保健事業

※場所はいずれも市立保健福祉センター、申込順、参加無料です。

Ａコース ＱＵＯカード
1,000円分

○�健康診査・各種がん
検診などの受診
○ポイントシール３枚

Ｂコース ＱＵＯカード
500円分 〇ポイントシール２枚

抽　選
Ａコースの応募者の中から抽選を行
い、当選者に健康グッズなどの景品
を贈呈します。

ワガヤネヤガワ健康ポイント景品
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インフォメーション

　

各
種
集
団
健
（
検
）
診
は
申
込
順
に
受

け
付
け
、
申
し
込
み
の
翌
月
末
ま
で
に
受

診
券
を
発
送
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
、
申
込
期
間

中
で
も
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　

健
（
検
）
診
の
詳
し
い
内
容
は
表
１
の

と
お
り
で
す
。

▽
申
込
期
間　

４
月
３
日
～
11
月
30
日

∧
申
込
方
法
∨

　

①
直
接
…
申
込
期
間
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
30
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

に
健
康
推
進
室
②
郵
送
…
健
（
検
）
診
名
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
４
月

３
日
～
11
月
30
日
＝
消
印
有
効
＝
に
健
康

推
進
室
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28

番
22
号
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
③

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
申
込
期
間
に
「
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
」

※
①
複
数
の
検
診
を
郵
送
で
申
し
込
む
人

は
、
封
書
は
便
箋
１
枚
に
１
検
診
、
は
が

き
は
１
枚
に
１
検
診
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。
が
ん
ド
ッ
ク
検
診
は
１
枚
で
申
し
込

み
で
き
ま
す
②
受
診
対
象
に
な
る
年
度

（
４
月
～
３
月
）に
１
回（
子
宮
が
ん
検
診
・

大
腸
が
ん
検
診
は
集
団
検
診
か
個
別
検
診

の
ど
ち
ら
か
を
１
回
）
受
診
で
き
ま
す
③

が
ん
ド
ッ
ク
女
性
Ｂ
を
申
し
込
ん
だ
人
で

対
象
で
な
い
人
は
、
が
ん
ド
ッ
ク
女
性
Ａ

へ
変
更
し
て
受
け
付
け
ま
す
④
申
し
込
み

か
ら
２
か
月
が
過
ぎ
て
も
受
診
券
が
届
か

な
い
と
き
は
、
健
康
推
進
室
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
注
意
事
項
∨

○
対
象
年
齢
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
時

点
の
年
齢
で
す
。

○
該
当
部
位
で
受
診
中
や
経
過
観
察
中
の

人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
が
ん
ド
ッ
ク
検
診
の
胃
が
ん
検
診
は
バ

リ
ウ
ム
検
査
（
デ
ジ
タ
ル
撮
影
）
で
、
費

用
は
２
０
０
０
円
で
す
。

○
子
宮
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
部
の
細
胞
診

検
査
）
は
２
年
に
１
回
で
す
。
妊
娠
中
又

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、
一
人
で

立
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
集
団
検

診
で
は
受
診
で
き
な
い
の
で
、
健
康
推
進

室
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

は
２
年
に
１
回
で
す
。
妊
娠
中
又
は
妊
娠

の
可
能
性
が
あ
る
人
、授
乳
中
の
人
、ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
人
、
豊
胸

手
術
を
し
て
い
る
人
は
受
診
で
き
な
い
の

で
、
健
康
推
進
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
）、
胃
が
ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
診

の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
が
ん
ド
ッ
ク

と
は
別
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人

は
、
肺
が
ん
検
診
・
胃
が
ん
検
診
・
骨
密

度
検
診
は
Ｘ
線
検
査
の
た
め
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

○
大
腸
が
ん
検
診
は
、
健
康
推
進
室
、
市

民
課
、
各
種
検
診
会
場
、
委
託
医
療
機
関

で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

∧
休
日
検
診
の
お
知
ら
せ
∨

　

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
…
10
月

21
日
（
土
）、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
…
11
月

26
日
（
日
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
ね
や

が
わ
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

∧
個
別
検
診
∨

　

個
別
検
診
の
検
診
名
な
ど
は
表
２
の
と

お
り
で
す
。

　

個
別
検
診
を
希
望
す
る
人
は
市
内
の
取

扱
医
療
機
関
（
広
報
ね
や
が
わ
５
月
号
と

同
時
配
布
の「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
見
て
く
だ
さ
い
）
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

∧
費
用
免
除
∨

　

生
活
保
護
世
帯
は
表
１
・
２
の
健
（
検
）

診
と
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
健
康
づ
く
り

健
診
の
み
）
の
人
に
は
、
費
用
免
除
が
あ

り
ま
す
。
検
診
当
日
に
健
康
推
進
室
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
受
給
証
明
書
が

必
要
で
す
。

問　

健
康
推
進
室

対　象 費　用

子
宮
が
ん
検
診

20 歳以上の女性で、
平成28年４月～29年
３月に市の子宮がん検
診を受診していない人
※�子宮頸部の細胞診
検査（子宮体部は
医師の判断による追
加検査）

700円
～1,200円

大
腸
が
ん

検
診 40 歳以上の人 300円

表２　個別検診

各
種
集
団
健（
検
）診
の
受
付

歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70
歳
の
市
民

※
対
象
者
に
は
、
成
人
歯
科
健
康
診
査
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
（
４
月
～
９
月
生
ま

れ
の
人
は
４
月
末
・
10
月
～
３
月
生
ま
れ

の
人
は
９
月
末
に
送
付
）。

▽
診
査
内
容　

問
診
・
口
腔
（
こ
う
く
う
）

内
診
査
（
虫
歯
・
歯
周
病
・
欠
損
歯
な
ど
）・

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
歯
面
清
掃
・
指
導
な
ど

▽
健
診
費
用　

１
０
０
０
円
∧
生
活
保
護

世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
受
診

前
に
免
除
の
手
続
き
が
必
要
）、
70
歳
の

人
は
免
除
∨ 

※
免
除
の
手
続
き
は
受
診
券
を
見
て
く
だ

さ
い
。

▽
期
間　

受
診
券
に
記
載
（
有
効
期
間
は

６
か
月
）

▽
受
診
方
法　

希
望
す
る
市
内
の
成
人
歯

科
健
康
診
査
取
扱
医
療
機
関
（
広
報
ね
や

が
わ
５
月
号
と
同
時
配
布
の
「
健
康
づ
く

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
健
康
推
進
室
」に
掲
載
）に
直
接
連
絡
し
、

窓
口
に
受
診
券
を
提
出

問　

健
康
推
進
室

門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
東
和
薬

品
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｂ
ド
ー
ム
）
プ
ー
ル

利
用
料
金
を
一
部
補
助

　

門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
の
利

用
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人

▽
料
金　

大
人
４
０
０
円
・
子
ど
も
２
０

０
円

▽
利
用
方
法　

健
康
推
進
室
・
市
民
課
・

各
シ
テ
ィ･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀
溝
サ
ー

ビ
ス
窓
口
で
利
用
登
録
し
た
後
、
入
場
引

換
券
を
購
入
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

※�①健（検）診は４月下旬から始まります②検診場所は、市立保健福祉センターです③検診対象者は、市に住民票がある人
です④平成 28年度に市の子宮がん検診を受診した人⑤平成 28年度に市の子宮がん検診を受診していない人⑥平成 28
年度に市の乳がん検診（マンモグラフィ検査）を受診していない人⑦肝炎ウイルス検診は、41歳以上で受診したことがな
い人、過去に肝機能異常を指摘された人も受診できます⑧胃がんリスク(ＡＢＣ)検診は、明らかな上部消化器症状があり、
胃や十二指腸の疾患が強く疑われる人、食道、胃、十二指腸の疾患で治療中の人、胃酸分泌抑制薬（特にプロトンポンプ
阻害剤）を服用中、又は２か月以内に服用していた人、胃の外科的手術（切除など）を受けた人、腎不全（血清クレアチ
ニン値が３mg/dL 以上）の人、ピロリ菌の除菌治療中、若しくは過去にピロリ菌の除菌治療を行った人は受診できません。
乳がん検診（エコー検査）は１年に１回です。一人で立っていることが困難な人は肺がん検診・胃がん検診・乳がん検診（マ
ンモグラフィ検査・エコー検査）は、受診できません。健康づくり検診は一部の項目が受診できないことがあります。

表１　各種集団健（検）診 ●…受診できる検診、◎…希望者のみ（1,000円の追加費用が必要）

健（検）診名 対　象 胃がん 肺がん 大腸
がん

前立腺
がん 骨密度 子宮がん

肝炎
ウイルス 乳がん

胃がん
リスク
（ＡＢＣ）

費　用

が
ん
ド
ッ
ク
検
診

がんドック男性

40歳～ 49歳の
男性 ● ● ● ◎ 2,500円

50歳以上の男性 ● ● ● ● ◎ 3,100円

がんドック女性Ａ 40歳以上の女性
※④ ● ● ● ● ◎ 2,700円

がんドック女性Ｂ 40歳以上の女性
※⑤ ● ● ● ● ● ◎ 3,400円

各
種
が
ん
検
診

胃がん検診（間接撮影）35歳以上の人 検診車による間接撮影（胃透視）、バリウムを飲んで検査します 700円

肺がん検診 40歳以上の人 胸部Ｘ線検査、65歳以上の人は結核検診を含みます 200円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査（ＰＳＡ検査） 600円

子宮がん検診 20歳以上の女性
※⑤ 問診・視診・内診と子宮頸部の細胞診

各 700円乳がん検診�
（マンモグラフィ検査）

40歳以上の女性
※⑥ 問診・視触診とＸ線検査

乳がん検診�
（エコー検査） 30歳～39歳の女性 問診・視触診と超音波診断

大腸がん検診 40歳以上の人 免疫学的便潜血反応検査（検便）
健康推進室・市民課・各種検診会場・委託医療機関で直接受付 300円

そ
の
ほ
か
の
健
（
検
）
診

骨密度検査 30歳以上の女性 前腕骨（手首）のＸ線検査 200円

肝炎ウイルス検診 40歳の人
※⑦

血液検査（ＨＢｓ抗原検査・ＨＣＶ抗体検査）、Ｂ型とＣ型の肝炎ウ
イルスに感染していないかを調べます 1,000円

胃がんリスク
（ＡＢＣ）検診

35歳・40歳・45歳・
50歳・55歳・60歳・
65歳の人
※⑧

血液検査（ヘリコバクター・ピロリ抗体及び血清ペプシノゲン）、胃が
んや胃潰瘍、慢性萎縮性胃炎などの胃疾患にかかるリスクを判定し
ます。胃がんそのものを発見するための検診ではありません

500円

健康づくり健診
15歳～ 39歳の人・
40 歳以上で生活保
護世帯の人

問診・医師診察・身体計測・検尿・血圧測定・血液検査（肝機能・
貧血・腎機能など）
◎保育あります。

700円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
健
康
推

進
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

プ
ー
ル
利
用
…
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
８
１
・
３
７
１
５
）、
利
用

料
金
補
助
…
市
健
康
推
進
室

骨
か
ら
キ
レ
イ
に
な
る
講
座 

～
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
～

　

５
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
集
団

検
診
室
、
20
歳
～
お
お
む
ね
45
歳
の
女
性

40
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

◎
保
育
あ
り
ま
す
∧
６
か
月
～
就
学
前
の

子
ど
も
20
人
（
申
込
順
）
∨
。

申
込
・
問　

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
直
接

又
は
電
話
で
健
康
推
進
室

健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
年
代
）
に

応
じ
て
活
用
で
き
る
健
康
づ
く
り
の
目
標

と
、
健
康
教
室
や
健
康
診
査
の
案
内
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た

「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
広
報
ね
や

が
わ
５
月
号
と
同
時
配
布
し
ま
す
。

問　

健
康
推
進
室

元
気
ア
ッ
プ
体
操 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

介
護
予
防
の
体
操
「
元
気
ア
ッ
プ
体
操
」

を
習
得
し
、
地
域
の
実
践
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
も
ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
11
日
～
６
月
29
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
（
計
８
回
、
受

付
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
午
後
１
時
30
分
か
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インフォメーション

ら
）

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

運
動
指
導
室（
見
学
は
地
域
の
活
動
会
場
）

▽
対
象　

地
域
の
公
民
館
な
ど
で
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る
、
お

お
む
ね
55
歳
以
上
の
市
民
25
人（
申
込
順
）

▽
参
加
費　

無
料

申
込
・
問　

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
直
接

又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・

０
３
７
２
）

８
０
２
０
表
彰 

～
表
彰
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す
～

　

市
歯
科
医
師
会
は
、
80
歳
で
自
分
の
歯

を
20
本
以
上
保
つ
こ
と
を
目
指
す
「
８
０

２
０
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
（
土
）
の
「
歯
の
健
康
展
・

市
民
の
集
い
」
で
、「
８
０
２
０
表
彰
」

を
左
の
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
人
は
、
次
の
方
法
で
検
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
検
診
期
間　

４
月
１
日
～
５
月
19
日

▽
検
診
場
所　

市
の
成
人
歯
科
健
康
診
査

取
扱
医
療
機
関
（
広
報
ね
や
が
わ
５
月
号

と
同
時
配
布
の
「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
掲
載
）

▽
検
診
料　

無
料

▽
受
診
方
法　

歯
科
医
院
に
直
接

問　

歯
科
医
師
会
事
務
局
（
☎
８
２
８
・

３
９
３
０
）
又
は
市
健
康
推
進
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

５
月
12
日
～
６
月
９
日
の
毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
～
11
時
10
分
（
計
５
回
）、
市

立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
多
目
的
ホ
ー

ル
、
有
酸
素
運
動
で
脂
肪
燃
焼
、
40
歳
以

上
の
市
民
30
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
）、
受
講
料
３
０
０
０
円
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
（
返
信
用

は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
）
を
書
い
て
４

月
17
日
（
月
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
保
健
福

祉
公
社
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28

番
22
号
☎
８
３
８
・
０
４
２
１
）

肝
臓
病
教
室 

～
肝
臓
病
と
メ
タ
ボ
～

　

４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
０
時
10
分
、
関
西
医
科
大
学
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー（
守
口
市
文
園
町
）、参
加
無
料
、

筆
記
用
具
が
必
要
。

申
込　

当
日
直
接

問　

関
西
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

消
化
器
肝
臓
内
科
（
☎
06
・
６
９
９
３
・

９
５
４
０
＝
午
後
２
時
～
４
時
）

市
民
公
開
講
座

　

４
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
10

分
、
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
、「
す
こ
や
か
な

生
活
を
め
ざ
し
て
」、定
員
３
０
０
人
（
先

着
順
）、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

関
西
医
科
大
学
香
里
病
院
管
理
課

（
☎
８
３
２
・
５
３
２
１
）

市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

４
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
（
受

付
は
午
後
１
時
か
ら
）、
松
下
記
念
病
院

２
階
講
義
室
（
守
口
市
外
島
町
）、
①
肺

の
健
康
を
考
え
る
②
知
っ
て
お
き
た
い
胃

の
病
気
、
定
員
１
０
０
人
（
申
込
順
）、

参
加
無
料
。

申
込
・
問　

４
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
電

話
で
松
下
記
念
病
院
患
者
支
援
連
携
セ
ン

タ
ー
（
☎
06
・
６
９
９
２
・
５
３
７
３
）

高
齢
者
福
祉

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　

４
月
21
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
会
議
室
１
・
２
、
認
知
症
の
人
を

介
護
す
る
家
族
の
情
報
交
換
な
ど
、
参

加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
３
８
・
０

４
０
０
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

５
月
11
日
（
木
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康
指
導

室
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学

び
ま
す
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室（
☎
８
３
８
・
０
３
７
２
）

男
性
介
護
者
の
交
流
会

　

４
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
、
介
護
経

験
の
あ
る
男
性
が
、
相
談
し
た
い
こ
と
や

介
護
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
、

参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室（
☎
８
３
８
・
０
３
７
２
）

み
ん
な
で
元
気
教
室

　

最
近
や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
、
体
力
に

自
信
が
な
い
、
交
流
機
会
が
少
な
い
、
物

忘
れ
が
気
に
な
る
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
を
対
象
に
介
護
予
防
の
講
話
、
軽

い
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

４
月
24
日
～
７
月
10
日
の
毎
週
月
曜
日

午
後
２
時
～
３
時
45
分
（
計
12
回
）、
市

立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
運
動
指
導

室
、
65
歳
以
上
の
市
民
20
人
（
申
し
込
み

が
多
い
と
き
は
抽
選
、
初
め
て
の
人
を
優

先
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　

４
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室（
☎
８
３
８
・

０
３
７
２
）

湯
っ
た
り
介
護
予
防

　

４
月
17
日
（
月
）
午
後
２
時
～
３
時
、

た
ち
ば
な
温
泉
（
長
栄
寺
町
☎
８
２
６
・

６
６
９
８
）、
落
語
・
歌
体
操
、
65
歳
以

上
の
市
民
20
人
程
度
（
申
込
順
）、
参
加

無
料
。

※
終
了
後
の
入
浴
は
自
由
（
無
料
）
で
す
。

申
込　

４
月
１
日
（
土
）
か
ら
浴
場
に
電
話

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８・
０
３
７
２
）

年　齢 生まれ年

80歳 昭和12年（1937年）

85歳 昭和７年（1932年）

90歳 昭和２年（1927年）

95歳 大正11年（1922年）

100歳 大正６年（1917年）

105歳 大正１年（1912年）

8020 表彰対象者
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト 

事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
研
修
会

　

５
月
15
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
研
修
室

５
、
65
歳
以
上
で
福
祉
施
設
の
利
用
者
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
。

※
活
動
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と
交
付
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込
・
問　

５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
３
８
・
０

４
０
０
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

元
気
ア
ッ
プ
体
操
塾

　

５
月
２
日
～
７
月
４
日
の
毎
週
火
曜
日

午
後
２
時
～
３
時
45
分
（
計
10
回
、受
付
・

健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
運
動
指
導

室
、
高
齢
者
に
合
っ
た
柔
軟
体
操
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
、
要
支
援
や
要
介
護
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民
25
人
（
申

し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
、
初
め
て
の

人
を
優
先
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　

４
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室（
☎
８
３
８
・

０
３
７
２
）

元
気
な
う
ち
か
ら 

生
活
で
い
か
そ
う
認
知
症
予
防
教
室

　

４
月
27
日
～
６
月
８
日
の
毎
週
木
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
（
５
月
４
日
を
除
く
、

計
６
回
）、
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
旧
館
大
広
間
、
講
話
・
有
酸
素
運

動
・
睡
眠
や
料
理
の
企
画
な
ど
の
実
技
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
認
知
症
予
防
に
興
味

が
あ
り
、
現
在
運
動
制
限
が
な
く
、
教
室

終
了
後
も
認
知
症
予
防
に
取
り
組
も
う
と

思
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
市
民
20
人
（
申

し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
、
全
回
参
加

で
き
る
初
め
て
の
人
を
優
先
）、
参
加
無

料
。

※
心
臓
や
血
圧
の
薬
を
内
服
し
て
い
る
人

は
主
治
医
に
１
時
間
程
度
の
運
動
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問　

４
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室（
☎
８
３
８
・

０
３
７
２
）

成
人
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
対
象
者

▽
対
象　

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
過
去
に

当
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

※
①
平
成
29
年
度
の
対
象
者
に
は
４
月
上

旬
に
個
別
に
案
内
書
を
送
付
し
ま
す
②
60

歳
～
64
歳
の
人
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
わ
る
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
を
所
持
し
、
接
種
を
希
望
す
る
と
き

は
、
健
康
推
進
室
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
接
種
方
法　

案
内
書
及
び
本
人
確
認
書

類
（
対
象
②
の
人
は
身
体
障
害
者
手
帳
）

を
持
っ
て
、
取
扱
医
療
機
関
で
接
種

※
案
内
書
は
必
ず
医
療
機
関
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
自
己
負
担
額　

２
０
０
０
円

※
免
除
の
手
続
き
や
対
象
者
、
そ
の
ほ
か

詳
し
く
は
案
内
書
に
同
封
し
た
説
明
書
、

「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
健
康
推
進
室
」
を
見
て
く
だ

さ
い
。

◎
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
と
き

は
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

∧
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助
成
∨

▽
対
象　

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
過
去
に

当
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
、

接
種
当
日
65
歳
以
上
で
成
人
用
肺
炎
球
菌

対
象
者
以
外
の
人

※
脾
臓
（
ひ
ぞ
う
）
摘
出
に
よ
り
健
康
保

険
の
適
用
が
あ
る
人
は
、
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
接
種
方
法　

本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て

取
扱
医
療
機
関
で
接
種

▽
場
所　

市
内
取
扱
医
療
機
関
（「
健
康

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
健
康
推
進
室
」
に
掲
載
）

▽
助
成
額　

３
５
０
０
円
（
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
へ
の
免
除
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
）

※
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
と
き

は
、接
種
時
に
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
、

後
日
助
成
額
を
還
付
し
ま
す
。
平
成
30
年

３
月
末
ま
で
に
健
康
推
進
室
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

健
康
推
進
室

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

整
備
事
業
者
公
募
説
明
会

　

市
立
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア

に
１
か
所
、
東
北
又
は
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
に
１
か
所
整
備
す
る
予
定

で
す
。
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
整
備
事
業
者
公
募
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時

▽
会
場　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

会
議
室
１
・
２

【広告】
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インフォメーション

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室（
給
付
担
当
☎
８
３
８
・

０
５
１
８
）

高
齢
者
住
宅
用
火
災
警
報
器 

設
置
助
成
終
了
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
助
成

金
の
申
請
受
付
を
６
月
30
日
（
金
）
ま
で

で
終
了
し
ま
す
。

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７
２
）

障
害
者
福
祉

声
の
広
報
・
点
字
広
報
を 

利
用
し
て
く
だ
さ
い

∧
声
の
広
報
∨

　

デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
の
国
際
規
格
で
録

音
し
た
デ
イ
ジ
ー
化
Ｃ
Ｄ
で
す
。
簡
単
に

記
事
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
イ
ジ
ー
化
Ｃ
Ｄ
を
聞
く
た
め
に
は
専

用
機
器
が
必
要
で
す
。
機
器
の
購
入
に
は
、

補
助
制
度
も
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
障
害

福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
点
字
広
報
∨

　
「
広
報
ね
や
が
わ
」
の
点
字
版
（
Ｂ
５
判

約
50
ペ
ー
ジ
）
で
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

申
込
・
問　

広
報
広
聴
課
又
は
障
害
福
祉

課手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

▽
日
時　

４
月
27
日
～
平
成
30
年
３
月
15

日
の
毎
週
木
曜
日
①
午
前
10
時
～
正
午
②

午
後
７
時
～
９
時
（
い
ず
れ
も
計
42
回
）

▽
場
所　

①
市
立
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
室
②
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人

で
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
各
25
人
程
度

（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）

▽
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４

０
円
が
必
要
）

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
コ
ー

ス
（
①
又
は
②
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
、
勤
務
先
・
学
校
名
（
市
外
在

住
の
人
の
み
）
を
書
い
て
４
月
14
日
（
金
）

＝
必
着
＝
ま
で
に
障
害
福
祉
課
（
〒
572
―

８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
市
立
総
合

セ
ン
タ
ー
内
）

市
子
ど
も
用
補
聴
器 

電
池
交
換
費
用
助
成

　

補
聴
器
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
電
池

交
換
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
（
18
歳

に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
子
ど
も
）
の
補
装
具
費
支
給
事
業
及

び
府
難
聴
児
補
聴
器
交
付
事
業
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
の
保
護
者

問　

障
害
福
祉
課

人

　権

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ 

市
民
企
画
を
募
集

　

一
人
一
人
が
伸
び
や
か
に
、
男
だ
か
ら

女
だ
か
ら
と
性
別
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
自
分
で
生
き
方
を
決
め
ら
れ
、

そ
れ
を
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
社
会
の
実

現
に
向
け
た
講
座
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
考
の
上
、
自
主
的
な
運
営
、
開
催
・

広
報
活
動
を
支
援
し
ま
す
。　

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
の
人
が
い
る

団
体
又
は
個
人

▽
内
容　

家
族
、
子
育
て
、
自
己
表
現
、

女
性
へ
の
暴
力
、
国
際
問
題
、
心
と
体
、

男
性
の
生
活
自
立
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
な

ど
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

申
込
・
問　

応
募
用
紙
（
ふ
ら
っ
と 

ね

や
が
わ
、
人
権
文
化
課
に
あ
り
ま
す
）
を

４
月
15
日
～
５
月
15
日
（
人
権
文
化
課
は

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や

が
わ
は
毎
月
第
２
日
曜
日
を
除
く
）
に
直

接
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
又
は
人
権
文

化
課人

権
啓
発
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の 

貸
し
出
し

　

人
権
に
つ
い
て
話
し
合
う
材
料
と
し
て

【広告】
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
・
教
育

人
　
権

健
康
・
福
祉

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
権
文
化
課
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問　

人
権
文
化
課

４
月
女
子
会
ト
ー
ク

　

話
し
た
い
こ
と
、聞
い
て
み
た
い
こ
と
、

女
同
士
で
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
。

　

①
４
月
13
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時

30
分
②
26
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分
、
い
ず
れ
も
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、

女
性
10
人
程
度
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・

５
７
８
９
）

子
育
て
・
教
育

育
児
援
助
・
家
事
援
助 

ヘ
ル
パ
ー
派
遣

▽
日
時　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分
（
１
日
１
回
２
時
間
、最
大
30
回
ま
で
）

▽
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
家
庭
①

出
産
予
定
日
の
２
か
月
前
～
生
後
６
か
月

の
乳
児
が
い
る
②
親
族
な
ど
の
支
援
が
な

い
③
産
婦
の
出
産
後
の
健
康
状
況
が
不
十

分
④
育
児
や
家
事
を
す
る
こ
と
が
困
難

※
妊
娠
６
か
月
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。

▽
内
容　

①
育
児
援
助
…
お
む
つ
交
換
、

も
く
浴
補
助
ほ
か
、
育
児
に
つ
い
て
の
日

常
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
②
家
事
援

助
…
食
事
の
準
備
・
住
居
の
掃
除
・
保
育

所
な
ど
へ
の
付
き
添
い
な
ど

▽
利
用
料　

１
時
間
４
０
０
円
（
所
得
に

よ
る
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
）

申
込
・
問　

直
接
又
は
郵
送
で
子
育
て
支

援
課
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番

22
号
）

※
市
立
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
た
ん
ぽ
ぽ
保

育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
、
学
校
の
費
用
に

困
っ
て
い
る
保
護
者
に
援
助
を
行
い
ま

す
。

▽
対
象　

市
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
が
い
る
保
護
者
で
、
世
帯
全

員
の
総
所
得
金
額
（
平
成
28
年
１
月
～
12

月
）
が
認
定
基
準
額
以
下

▽
受
付
期
間　

４
月
３
日
～
28
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

※
４
月
22
日
～
23
日
は
受
け
付
け
ま
す
。

▽
申
請
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
第
１
会

議
室

申
請　

申
請
用
紙
（
受
付
場
所
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
（
振
り
込
み
指
定
の
口

座
な
ど
）
を
記
入
・
押
印
し
、
保
護
者
名

義
の
通
帳
・
印
鑑
を
持
っ
て
保
護
者
が
直

接∧
受
付
に
つ
い
て
の
お
願
い
∨

〇
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

〇
平
成
28
年
分
の
所
得
が
な
い
と
き
で

も
、
世
帯
全
員
が
必
ず
市
・
府
民
税
の
申

告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

〇
生
活
保
護
法
の
教
育
扶
助
を
受
け
て
い

る
と
き
は
、申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

教
育
政
策
総
務
課

子
ど
も
・
親
子

み
ん
な
の
子
育
て
応
援
し
ま
す

∧
新
生
児
訪
問
∨

　

お
お
む
ね
１
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る

家
庭
で
「
新
生
児
訪
問
」
を
希
望
す
る
家

庭
に
助
産
師
な
ど
が
訪
問
し
、
育
児
の
相

談
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

申
込　

母
子
健
康
手
帳
別
冊
「
す
こ
や
か

に
」
の
新
生
児
訪
問
依
頼
票
の
は
が
き
を

郵
送
又
は
電
話
で
子
育
て
支
援
課
（
〒
572

―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
）

∧
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
∨

　

４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
に
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
中
心
と
し
た
訪
問

員
が
訪
問
し
、
子
育
て
を
応
援
す
る
子
育

て
ナ
ビ
と
子
育
て
マ
ッ
プ
を
届
け
ま
す
。

　

対
象
家
庭
に
は
、
事
前
に
は
が
き
が
届

き
ま
す
（
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）。

　

訪
問
し
て
留
守
の
と
き
は
不
在
票
を
投

函
し
ま
す
。
表
札
が
な
い
家
庭
は
情
報
誌

を
届
け
ら
れ
な
い
の
で
玄
関
に
表
札
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

※
新
生
児
訪
問
と
重
ね
て
の
訪
問
は
行
い

ま
せ
ん
。訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
研
修
を
受
け
、

身
分
証
な
ど
を
携
帯
し
て
訪
問
し
ま
す
。

∧
保
育
士
訪
問
∨

　

子
育
て
が
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
く

て
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
保
育
士
が
、
希
望
す
る
家
庭
で
、

一
緒
に
子
ど
も
と
向
き
合
い
な
が
ら
話
を

聞
き
ま
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

子
育
て
支
援
課

マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座 

「
楽
し
い
お
弁
当
作
り
」

　

４
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、市
立
学
び
館
、定
員
12
人
（
申
込
順
）、

材
料
費
７
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
が
必
要
。

◎
保
育
あ
り
ま
す
（
１
人
３
０
０
円
）。

申
込
・
問　

４
月
13
日
～
20
日
に
直
接
又

は
電
話
で
市
立
学
び
館
（
☎
８
２
２
・
３

「地域子育て支援拠点」のイベントは
44～ 45ページを見てください。
「地域子育て支援拠点」のイベントは
44～ 45ページを見てください。

て子育地域で地域で
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３
１
１
）

体
操
ひ
ろ
ば

　

４
月
10
日
（
月
）・
12
日
（
水
）
の
午

前
11
時
～
11
時
10
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
、
乳
幼
児
と

保
護
者
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）　

に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

　

４
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
、市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、タ
オ
ル
を
使
っ

て
遊
び
ま
す
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加

無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

誕
生
会

　

毎
日(

第
３
日
曜
日
・
休
館
日
を
除

く
）
午
前
11
時
30
分
～
正
午
、
市
立
エ
ス

ポ
ア
ー
ル
、
カ
ー
ド
・
手
形
・
身
体
計
測
、

４
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）　

絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

４
月
12
日
（
水
）・
24
日
（
月
）
の
午

前
11
時
10
分
～
11
時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）　

ほ
ほ
え
み
タ
イ
ム

　

４
月
10
日
（
月
）
午
前
11
時
10
分
～
11

時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
手
遊
び
・

触
れ
合
い
遊
び
・
絵
本
、
乳
幼
児
と
保
護

者
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

お
は
な
し
会

　

４
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～
３

時
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護

者
・
小
学
生
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

元
気
っ
子
ラ
ン
ド

　

４
月
26
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
フ
リ
ス

ビ
ー
で
遊
ぼ
う
、
幼
児
と
保
護
者
・
小
学

生
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

伝
承
あ
そ
び
（
工
作
）

　

４
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護
者
・

小
学
生
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

子
育
て
は
親
育
ち

∧
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
遊
び
∨

　

４
月
17
日
（
月
）、
市
内
在
住
の
幼
児

と
保
護
者
20
組
、
参
加
費
３
０
０
円
。

申
込　

４
月
１
日
～
14
日
に
直
接
又
は
電

話∧
幼
児
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
∨

　

５
月
15
日
（
月
）、
さ
つ
ま
芋
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
と
餃
子
（
ぎ
ょ
う
ざ
）
の
皮
ピ
ザ

を
作
り
ま
す
、
市
内
在
住
の
２
歳
～
就
学

前
の
子
ど
も
と
保
護
者
16
組
、
参
加
費
１

０
０
０
円
。

申
込　

４
月
１
日
～
28
日
に
直
接
又
は
電

話
　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
、
市
立
エ

ス
ポ
ア
ー
ル
、
申
込
順
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
（
前
期
）

　

①
４
月
27
日
～
10
月
５
日
の
木
曜
日
②

４
月
28
日
～
10
月
６
日
の
金
曜
日
、
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
11
時
（
５
月
４
日
・
５

日
、
７
月
13
日
～
９
月
１
日
を
除
く
、
計

15
回
）、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
手
遊
び

や
歌
・
体
操
・
運
動
な
ど
を
通
し
て
親
子

の
触
れ
合
い
、
市
内
在
住
の
平
成
26
年
４

月
２
日
～
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
と
保
護
者
各
15
組
（
申
し
込
み
が
多
い

と
き
は
抽
選
）、参
加
費
３
０
０
０
円
（
材

料
費
・
保
険
料
を
含
む
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
（
双
子
の
と
き
は

１
枚
で
可
）
に
ク
ラ
ブ
名
、
参
加
曜
日
、
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
、子
ど
も
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い

て
４
月
14
日
（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
〒
572
―
０
０
４
３
錦
町
21

番
３
号
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
（
前
期
）

　

５
月
９
日
～
10
月
３
日
の
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
～
11
時
（
７
月
18
日
～
８
月
29

日
を
除
く
、
計
15
回
）、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
、
手
遊
び
や
歌
・
体
操
な
ど
を
通
し
て

【広告】
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

人
　
権

健
康
・
福
祉

親
子
の
触
れ
合
い
、
市
内
在
住
の
平
成
27

年
４
月
２
日
～
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
ど
も
と
保
護
者
15
組
（
申
し
込
み
が
多

い
と
き
は
抽
選
）、
参
加
費
３
０
０
０
円

（
材
料
費
・
保
険
料
を
含
む
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
（
双
子
の
と
き

は
１
枚
で
可
）
に
ク
ラ
ブ
名
、郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

４
月
14
日
（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
〒
572
―
０
０
４
３
錦
町

21
番
３
号
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

キ
ラ
キ
ラ
・
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

５
月
17
日
～
平
成
30
年
３
月
７
日
①
０

歳
児
～
１
歳
児
…
午
前
10
時
～
10
時
50
分

②
２
歳
児
～
３
歳
児
…
午
前
11
時
～
11
時

50
分
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
（
計
18
回
）、

音
と
親
し
み
心
と
体
と
脳
を
育
て
ま
し
ょ

う
、
市
内
在
住
の
子
ど
も
と
保
護
者
各
12

組
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、

受
講
料
月
１
０
０
０
円
（
１
回
の
み
の
月

は
５
０
０
円
）、
飲
み
物
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

４
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８

３
８
・
０
１
８
９
）

青

　少

　年

囲
碁
・
将
棋
ひ
ろ
ば

　

４
月
８
日
・
22
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午

後
２
時
40
分
～
３
時
40
分
、
市
立
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
、
小
・
中
学
生
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
新
規
に
利
用
す
る

人
は
、
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

①
４
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

８
時
②
７
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
③
23
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時

④
５
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
⑤
21
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時

⑥
26
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
、

16
歳
以
上
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講

料
３
５
０
円
（
利
用
許
可
証
・
テ
キ
ス
ト

代
、
当
日
納
付
）、
写
真
・
上
靴
・
住
所

を
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
が
必
要
。

申
込
・
問　

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
直
接

又
は
電
話
で
市
立
市
民
会
館（
☎
８
２
４
・

５
８
５
８
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

４
月
２
日
～
平
成
30
年
３
月
の
毎
週
①

火
・
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
②
日
曜
日

午
後
３
時
～
５
時
30
分
、
幼
児
・
小
・
中

学
生
、
受
講
料
月
１
０
０
０
円
。

申
込
・
問　

池
田（
☎
８
２
４
・
５
０
０
９
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

（
楽
し
も
う
会
）

　

４
月
21
日
・
５
月
19
日
・
６
月
16
日
・

７
月
14
日
・
９
月
15
日
・
10
月
20
日
・
11

月
17
日
・
12
月
15
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
、初
心
者
か
ら
経
験
者
、

参
加
費
２
０
０
円
、
上
靴
が
必
要
。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
」・

尾
﨑
（
☎
８
８
８
・
２
３
１
３
）

市
民
体
育
大
会　

柔
道
の
部

　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
、
団

体
の
部
…
①
少
年
男
子
の
部
（
中
学
生
、

５
人
戦
、
１
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で
、
段
位

制
限
な
し
）
②
一
般
男
子
の
部
（
５
人
戦
、

１
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で
、
点
取
り
式
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
、
合
計
段
位
８
段
以
下
、
段
外

は
数
え
な
い
）、
個
人
の
部
…
③
小
学
生

の
部
（
学
年
別
）
④
中
学
校
男
子
の
部
、

女
子
の
部
（
学
年
別
）
⑤
一
般
女
子
の
部

⑥
一
般
男
子
の
部
（
段
外
、
初
段
、
２
段

以
上
）
⑦
小
学
生
団
体
の
部
（
１
団
体
１

チ
ー
ム
の
み
）、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
・

在
教
室
（
ク
ラ
ブ
）
の
小
学
校
３
年
生
以

【広告】【広告】
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上
の
人
、
参
加
費
…
団
体
の
部
（
１
チ
ー

ム
）
＝
①
⑦
５
０
０
円
②
２
５
０
０
円
・

個
人
の
部
＝
③
１
０
０
円
④
２
０
０
円
⑤

⑥
５
０
０
円
（
当
日
納
付
、
棄
権
の
と
き

も
参
加
費
納
付
）。

※
参
加
者
が
少
な
い
種
目
は
中
止
又
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
又
は
郵
送
で

４
月
14
日
（
金
）
午
後
５
時
＝
必
着
＝
ま
で

に
市
柔
道
連
盟
（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木

田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体
育
館
内
）

問　

豊
田
（
☎
０
９
０
・
８
９
８
２
・
７

２
６
６
＝
午
後
６
時
～
９
時
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会
・
練
習
会

　

５
月
13
日
（
土
）
①
講
習
会
…
午
後
０

時
15
分
～
２
時
45
分
、
初
心
者
・
初
級
者
、

参
加
費
…
協
会
登
録
者
無
料
、
未
登
録
者

３
０
０
円
②
練
習
会
…
午
後
３
時
15
分
～

５
時
30
分
、
ダ
ブ
ル
ス
の
ゲ
ー
ム
が
で
き

る
人
、
参
加
費
…
協
会
登
録
者
・
一
般
３

０
０
円
、
中
学
生
・
高
校
生
２
０
０
円
、

未
登
録
者
４
０
０
円
、
い
ず
れ
も
協
会
登

録
者
又
は
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
」・
磯
部（
☎

06
・
６
９
３
３
・
５
５
６
４
）

市
民
体
育
大
会　

卓
球
の
部

　

５
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
15
分
、
①

一
般
の
部
（
男
子･

女
子
）
…
申
込
人
数

に
よ
り
団
体
又
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
②
中
学
生

の
部
（
男
子
・
女
子
の
部
）
…
個
人
戦
の

み
、
い
ず
れ
も
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
人
、
試
合
形
式
で
行
い

ま
す
、
参
加
費
…
一
般
６
０
０
円
・
中
学

生
４
０
０
円
。

申
込　

所
定
の
用
紙
（
①
は
必
ず
年
齢
を

書
く
）
を
直
接
又
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４

月
19
日
（
水
）
午
後
５
時
＝
必
着
＝
ま
で

に
市
卓
球
協
会
事
務
局
（
〒
572
―
０
８
２

３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体
育
館

内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

北
野
（
☎
８
１
２
・
５
５
５
５
）

市
民
体
育
大
会　

少
林
寺
拳
法
の
部

　

５
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
、
種
別
…

①
少
年
の
部
＝
黄
帯
以
下
・
緑
帯
・
茶
帯
・

有
段
・
団
体
・
単
独
・
少
年
団
体
乱
捕
の

部
②
一
般
の
部
＝
段
外
・
有
段
・
中
高
生
・

団
体
・
単
独
の
部
、
参
加
費
１
人
１
種
目

５
０
０
円
（
当
日
納
付
）。

※
団
体
演
武
の
構
成
は
６
人
～
10
人
、
団

体
乱
捕
は
３
人
１
組
、
団
体
と
単
独
・
団

体
乱
捕
の
み
ほ
か
の
演
武
と
重
複
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
又
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月
30
日
（
日
）
＝
必
着
＝
ま

で
に
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
事
務
局
（
〒
572

―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市

民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

岡
本
（
☎
８
８
１
・
３
９
４
１
）

柔
道
教
室
（
１
期
）

　

４
月
12
日
～
７
月
14
日
の
毎
週
水
・
金

曜
日
①
小
学
生
…
午
後
６
時
30
分
～
７
時

30
分
②
中
学
生
以
上
…
午
後
８
時
～
９

時
、
基
本
動
作
・
礼
儀
作
法
な
ど
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
各
30
人
（
申
込
順
）、

受
講
料
…
小
・
中
学
生
８
０
０
０
円
（
別

に
保
険
料
８
０
０
円
が
必
要
）・
一
般
１
万

円
（
別
に
保
険
料
１
８
５
０
円
が
必
要
）。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
市
柔
道
連
盟
」・
中
川
（
☎
８
５
３
・

３
３
５
６
＝
午
後
７
時
以
降
）

市
民
体
育
大
会 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
15
分
、
男

女
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
部
～
３
部
）・
男
女

ダ
ブ
ル
ス
（
１
部
～
４
部
）、
４
部
は
ペ

ア
の
合
計
年
齢
が
１
０
０
歳
以
上
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

（
在
ク
ラ
ブ
の
み
は
不
可
）、
参
加
費
…
一

般
８
０
０
円
・
小
学
生
～
高
校
生
４
０
０

円
（
当
日
納
付
）。

申
込　

所
定
の
用
紙
又
は
大
会
名
、種
目
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い

た
も
の
を
直
接
又
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
５

月
１
日
（
月
）
午
後
４
時
＝
必
着
＝
ま
で

に
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
〒
572
―
０
８

２
３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体
育

館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

磯
部（
☎
06
・
６
９
３
３
・
５
５
６
４
）

池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

池
の
里
ク
ラ
ブ
ま
つ
り

▽
日
時　

４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
２
時
＝
雨
天
決
行
（
屋
外
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
変
更
あ
り
）

▽
内
容　

次
の
と
お
り

○
体
験
ス
ポ
ー
ツ
…
ソ
フ
ト
ラ
ク
ロ
ス
、

太
極
拳
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
…
キ
ッ

ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

○
セ
レ
モ
ニ
ー
…
空
手
演
武
、
子
ど
も
和

太
鼓
演
奏

○
出
店
…
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
そ
の
ほ
か
…
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
わ

ふ
わ
ド
ー
ム
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
上
靴
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

池
の
里
ク
ラ
ブ
事
務
局（
☎
８
３
９
・

７
０
０
４
）

市
民
体
育
大
会　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
部

　

５
月
21
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
、
男

子
の
部
・
女
子
の
部
、
協
会
登
録
者
又
は

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
（
中
学
生

以
下
を
除
く
）
４
人
～
８
人
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
（
個
人
で
の
参
加
可
、
申
し
込
み

が
少
な
い
と
き
は
中
止
）、
参
加
費
１
人

２
０
０
円
（
当
日
納
付
）。

※
協
会
事
務
局
で
組
み
合
わ
せ
、
抽
選
し

ま
す
。

池の里クラブまつり
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
又
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
５
月
８
日
（
月
）
＝
必
着
＝

ま
で
に
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

貞
兼
（
☎
８
２
８
・
４
３
９
３
）

ね
や
が
わ
自
然
塾 

～
も
っ
と
知
ろ
う
寝
屋
川
市
の
自
然
～

▽
日
時
・
テ
ー
マ　

下
の
表
の
と
お
り　

▽
対
象　

自
然
に
関
心
が
あ
り
、
全
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
人
20
人
（
申

込
順
）

▽
参
加
費　

年
３
０
０
０
円
（
通
信
費
・

資
料
代
を
含
む
）

申
込
・
問　

４
月
１
日
～
15
日
（
日
曜
日

を
除
く
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
に
直
接

又
は
電
話
で
市
自
然
資
料
施
設
ス
タ
ッ
フ

の
会
（
市
立
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
☎
８
３
９
・
６
８
８
２
）

体
験
教
室

∧
エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
∨

　

４
月
12
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時
30

分
、
マ
ッ
ト
運
動
や
体
力
づ
く
り
と
レ
ス

リ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
、
平
成
29
年

度
に
５
歳
に
な
る
子
ど
も
～
中
学
生
、
参

加
無
料
。

∧
美
ボ
デ
ィ
教
室
∨

　

４
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
15

分
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
中
心
と
し
た
姿
勢
の

改
善
と
代
謝
を
ア
ッ
プ
、
20
歳
以
上
の
女

性
、
参
加
費
５
０
０
円
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

い
ず
れ
も
定
員
10
人
（
申
込
順
）。

申
込
・
問　

４
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
池
の
里
ク
ラ
ブ（
☎
８
３
９
・

７
０
０
４
）

【広告】

日　程 テーマ
活動時間と場所

午前10時～正午 午後1時～3時

4月18日 自然観察の楽しみ方 池の里市民交流センター（自然体験学習室）

4月25日 春の野草 東部丘陵

5月16日 身近な樹木 寝屋川公園

6月20日 身近な昆虫 池の里市民交流セン
ター（自然体験学習室）淀川河川敷公園

7月18日 水生生物 水生生物センター

9月26日 きのこの役割 むろいけ園地

10月17日 植物園の樹木 私市植物園

11月14日 森の自然と野外料理 市野外活動センター

12月12日 市街地の野鳥

池の里市民交流セン
ター（自然体験学習室）

打上川治水緑地

1月16日 地層と岩石 成田公園

2月20日 川と暮らし 寝屋川市駅前
せせらぎ公園

3月13日 続けよう自然観察

ねやがわ自然塾

※いずれも火曜日です。

樹木や虫の観察の様子
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インフォメーション

打
上
川
治
水
緑
地

市
民
体
育
大
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

　

５
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
＝
雨
天
の

と
き
は
14
日（
日
）、３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
、

個
人
・
団
体
戦
、
協
会
登
録
者
又
は
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
で
初
め
て
参
加
す
る

人
（
２
回
目
以
降
は
協
会
登
録
が
必
要
）、

参
加
費
１
人
３
０
０
円
。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
と
参
加
費
を
４

月
21
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
直
接
、

「
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
」・

仲
内
（
大
利
町
22
番
27
号
☎
８
２
６
・
１

６
８
４
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

ノ
ア
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
を
募
集

　

利
用
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
プ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
・
子
ど
も
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
関
わ
る
キ
ャ

ン
プ
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
年
数
回

の
研
修
・
定
例
の
リ
ー
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
で
活
動
に
必
要
な
知
識
を
身
に
付

け
、
希
望
に
応
じ
て
、
野
外
活
動
に
つ
い

て
の
資
格
も
取
得
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

18
歳
以
上
の
学
生
（
高
校
生
を

除
く
）

申
込
・
問　

市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

親
子
ノ
ア
キ
ャ
ン
プ

　

５
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
3

時
30
分
（
現
地
集
合
・
解
散
）、
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
で
鶏
の
丸
焼
き
作
り
と
春
の
生

き
物
探
し
、
定
員
30
人
（
申
込
順
、
子
ど

も
は
保
護
者
同
伴
）、
参
加
費
…
市
内
在

住
の
３
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
１
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
５
０
０
円
、
高
校
生

以
上
の
人
２
０
０
０
円
（
市
外
在
住
者
は

２
０
０
円
増
）。

申
込
・
問　

４
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

大
人
の
た
め
の
里
山
ク
ラ
ブ

∧
竹
炭
作
り
体
験
会
∨

　

５
月
８
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
・
15
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
＝
い
ず
れ
も
雨
天
中
止
（
現
地

集
合
・
解
散
）、
18
歳
以
上
の
人
10
人
（
申

込
順
）、
参
加
費
…
市
内
在
住
の
人
４
０

０
円
・
市
外
在
住
の
人
８
０
０
円
（
２
日

間
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
・
保
険
料
な
ど
含
む
、

昼
食
代
が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

４
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

乳
幼
児
と
親
の
自
然
体
験
活
動 

「
す
く
す
く
の
あ
」

　

５
月
１
日
か
ら
の
月
～
金
曜
日
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分
（
休
所
日
及
び
祝
日

を
除
く
、
現
地
集
合
・
解
散
）、
子
ど
も

の
健
や
か
な
発
育
と
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保

護
者
10
組
（
申
込
順
、
保
護
者
同
伴
）、

参
加
費
…
月
３
０
０
０
円
（
初
回
の
み
体

験
参
加
と
し
て
２
０
０
円
が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

４
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

※
申
し
込
み
後
に
詳
し
い
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

寝
屋
川
公
園

寝
屋
川
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

　

５
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
＝
雨
天
中

止
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
…
①
小
学
校
６
年

生
以
下
②
中
学
生
③
高
校
生
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
…
④
小
学
校
６
年
生
以
下
⑤
中
学

生
、
定
員
計
60
人
（
申
込
順
）、
参
加
費

２
５
０
０
円
（
当
日
納
付
、
棄
権
の
と
き

も
参
加
費
納
付
）。

※
２
試
合
以
上
で
き
ま
す
。

申
込　

所
定
の
用
紙
又
は
大
会
名
、種
目
、

チ
ー
ム
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
直
接
又
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
４
月
19
日
（
水
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市

テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
〒
572
―
０
８
２
３

下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体
育
館

内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

小
林
（
☎
０
９
０
・
９
２
８
７
・
７

４
６
６
）

ほ
か
の
場
所
で
の
催
し

民
踊
教
室

　

４
月
～
平
成
30
年
３
月
、
場
所
な
ど
は

右
の
表
の
と
お
り
。

申
込　

当
日
直
接

問　

藤
田
（
☎
８
２
３
・
８
９
２
１
）

民踊教室
場　所 曜　日 時　間

東コミュニティセンター 第２・４土曜日 午後６時 30分～８時 30分

太秦高齢者福祉センター
第２・４火曜日 午後１時～４時 30分
月３回金曜日
（新舞踊） 午後１時～４時

南コミュニティセンター 第２・４木曜日 午後１時 30分～４時

高倉公民館 第１・３金曜日 午後７時 30分～ 10時

東高齢者福祉センター 第２・４水曜日 午前 10時～正午

※受講料は会場で異なります。
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安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

　２月28日にアルカスホー
ルで、ミュージカル「寝屋
のはちかづき」の先行公
演会が行われました。市に
ゆかりのある「はちかづき
姫」を題材にしたミュージ
カルが、今年で４回目を迎
えました。
　ミュージカルは音楽や
歌、踊り、芝居から出来て

いて、舞台や演劇を見たこ
とがない人でも気軽に楽し
めるものです。美しい歌声
や踊りは舞台上をとても華
やかにして、一気に物語の
世界に引き込まれてしまい
ました。
　劇中ではいろいろな音楽
が使われていましたが、全
ての音楽を２台の電子オル
ガンで生演奏したり、観音
様の登場シーンでレーザー
を使ったりして迫力のある
演出に驚きました。
　照明やプロジェクターを
使って背景やいろいろな
シーンを作り出していて、
特にはちかづき姫である
「はつせ」が川に身投げし
たシーンでは、音響と照明
と川の流れを表す４人の舞
がとても合っていて印象的
でした。
　さらに、いろいろな場面
で笑いが起きるなど、私が
知っている話とはまた違う
印象でした。
　多くの人が、一度は聞い
たことがあるはちかづき
姫の物語ですが、改めて
ミュージカルになって観る
と感じるものは違ってきま
す。世代を越えて親しまれ
ている寝屋のはちかづきの
物語を、いま一度皆さんに
触れて欲しいと思いまし
た。

レ
ス
リ
ン
グ
教
室

　

４
月
～
平
成
30
年
３
月
の
毎
週
①
土
曜

日
午
後
６
時
～
８
時
②
日
曜
日
午
前
10
時

30
分
～
正
午
、
い
ず
れ
も
市
立
点
野
小
学

校
、
幼
児
・
小
・
中
学
生
、
受
講
料
月
１

０
０
０
円
。

申
込
・
問　
「
市
青
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
連

盟
」・
佐
藤
（
☎
８
２
６
・
４
７
５
９
）

サ
ッ
カ
ー
教
室

　

毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
45
分
、

市
立
第
一
中
学
校
、
平
成
29
年
度
に
５
歳

に
な
る
子
ど
も
～
小
学
生
、
入
会
金
３
０

０
０
円
・
会
費
月
２
５
０
０
円
。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
」・
財
満
（
☎
０

９
０
・
４
０
３
９
・
６
１
０
７
）

前
期
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

５
月
７
日
か
ら
の
毎
週
日
曜
日
午
前
９

時
～
11
時
（
計
５
回
、
雨
天
順
延
）、
田

井
西
公
園
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
で

中
学
生
以
上
の
人
20
人
（
初
心
者
可
、
申

し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加
費

３
０
０
０
円
（
当
日
納
付
）、
ラ
ケ
ッ
ト
・

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
又
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月
21
日
（
金
）
＝
必
着
＝

ま
で
に
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

小
野
（
☎
８
２
０
・
３
０
６
９
）

市
民
体
育
大
会 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

５
月
６
日
（
土
）
午
前
９
時
＝
雨
天
の

と
き
は
５
月
７
日
（
日
）、
友
呂
岐
緑
地

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
協
会
登
録
者
又
は
市

内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
で
監
督
１
人

と
選
手
４
人
～
５
人
で
構
成
す
る
チ
ー

ム
、
参
加
費
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
未
登

録
者
が
加
入
し
た
と
き
は
別
に
１
人
１
０

０
０
円
が
必
要
、
抽
選
会
で
納
付
）。

○
抽
選
会
…
４
月
29
日
（
祝
）
午
後
１
時

ミュージカル
「寝屋のはちかづき」

学 生
レポーター

ミュージカルの様子

　学生自身が市の窓口などを
直接訪問し、その事業につい
て感じたことや思ったことを
レポートしています。
　今回は、大阪電気通信大学
４回生の執行悠里さん＝写真
＝による「ミュージカル『寝
屋のはちかづき』」です。

執行悠里さん
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30
分
、
市
立
市
民
体
育
館
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
又
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月
22
日
（
土
）
＝
必
着
＝

ま
で
に
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

駒
走
（
☎
８
２
３
・
８
７
４
０
）

天
体
観
測
イ
ベ
ン
ト
「
星
の
学
校
」

　

５
月
13
日
・
27
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午

後
７
時
30
分
～
９
時
＝
雨
天
決
行
、
四
條

畷
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
集
合
・
解

散
）、
天
体
観
測
の
話
や
大
き
な
望
遠
鏡

で
の
観
望
な
ど
、
各
日
15
人
（
申
込
順
）、

参
加
費
５
０
０
円
。

申
込
・
問　

４
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

森
の
よ
う
ち
え
ん 

「
春
の
い
き
も
の
さ
が
し
と
自
然
工
作
」

　

５
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
＝
雨
天
決
行
、
四
條
畷
市
立
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
現
地
集
合
・
解
散
）、

３
歳
～
５
歳
の
子
ど
も
20
人
（
申
込
順
、

保
護
者
の
同
伴
不
可
）、
参
加
費
２
５
０

０
円
（
昼
食
付
き
）。

申
込
・
問　

４
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

文
化
・
交
流

友
好
都
市
・
和
歌
山
県
す
さ
み
町
に 

行
き
ま
せ
ん
か

　

春
の
時
期
は
ケ
ン
ケ
ン
か
つ
お
が
有
名

で
お
造
り
が
絶
品
で
す
。
是
非
す
さ
み
町

を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

∧
宿
泊
利
用
補
助
制
度
∨

　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
皆
さ
ん
が

す
さ
み
町
内
で
利
用
で
き
る
宿
泊
利
用
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
補
助
額　

１
泊
２
食
付
き
以
上
の
人
１

人
に
つ
き
、
大
人
１
人
２
０
０
０
円
～
２

５
０
０
円
、
子
ど
も
１
人
１
５
０
０
円
～

２
０
０
０
円

※
宿
泊
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込　

宿
泊
施
設
に
予
約
後
、
宿
泊
日
の

前
日
ま
で
に
直
接
、
市
民
活
動
振
興
室
又

は
、
ね
や
が
わ
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
旅
行
代
理
店
の
紹
介
な
ど
や
ほ
か
の
割

引
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

ケンケンかつおのお造り



39

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
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・
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・
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人
　
権

子
育
て
・
教
育

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

文
化
・
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
・
す
さ
み
町
都
市
提
携
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
市
市
民
活
動
振
興
室
内
）

市
民
活
動
交
流
会

　

４
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
市
立
市
民
会
館
第
13
会
議
室
、
市
民

活
動
に
興
味
の
あ
る
市
民
と
市
民
活
動
団

体
が
自
由
に
意
見
や
情
報
を
交
換
、
参
加

費
１
０
０
円
（
お
茶
代
）。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

歌
は
と
も
だ
ち

　

４
月
19
日
（
水
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

南
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り 

（
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ニ
バ
ル
）

　

５
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
・
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時
、市
立
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

芸
能
発
表
会
、
作
品
展
示
・
販
売
、
模
擬

店
、
特
産
物
即
売
（
13
日
…
和
歌
山
県
す

さ
み
町
・
14
日
…
岡
山
県
美
作
市
）
な
ど
。

問　

市
立
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
２
１
・
０
３
０
１
）

公

　演

ね
や
が
わ
バ
ラ
エ
テ
ィ
倶
楽
部 

～
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ 

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ 

ダ
ン
ス
バ
ト
ル
in
ね
や
が
わ
～

　

４
月
30
日
（
日
）
午
後
２
時
、
市
立
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
、
前
売
り
５
０
０
円
・

当
日
８
０
０
円
。

申
込
・
問　

直
接
又
は
電
話
で
市
立
市
民

会
館
（
☎
８
２
３
・
１
２
２
１
）

気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

　

４
月
28
日
（
金
）
午
後
７
時
、
ア
ル
カ

ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
自
由
席
）、
定

員
80
人
（
申
込
順
）、
前
売
り
５
０
０
円
・

当
日
８
０
０
円
。

申
込
・
問　

直
接
、ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎

８
２
１
・
１
２
４
０
）

寝
屋
川
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　

４
月
21
日
（
金
）
午
後
７
時
、
ア
ル
カ

だんじりで作った若宮神社の
象の細工を示す中川さん

　毎年１月６日に行われる対
馬江地区の「しょうごん」
は、３歳になる子どもたちの
健康と仲間入りを祝う伝統行
事。一時途絶えていました
が、世話人で自治会長の中川
恒民さん（76歳）らが復活さ
せました。
　今年のしょうごんには、５
家族５人が参加。中川さんは
「少子化で子どもを探すのが
大変。１年前から準備して
やっとです」と、顔をほころ
ばせていました。
　対馬江村（当時）では、津
嶋部神社が現在の守口市金田
町に遷座したあと、代わりに
建てた若宮神社も明治初年に
政府の神社合祀政策で、津嶋
部神社の摂社として移されま
した。
　その後、村では悪いことば

かり起こるようになりまし
た。明治末期、子どもに皮膚
病が流行したのを機に若宮神
社を村に戻し、立派な彫刻の
古いだんじりで小さな新宮を
造りました。
　しょうごんはその頃に始
まったようです。暦の吉凶
を司る大将軍がなまったもの
と見られますが、中川さん宅
の記録には「正言式」または
「誓言式」と記されていま
す。
　「３歳の時の記憶はありま
せんが、子どもの頃に境内に
集まって、食べ物やみかんを
もらって楽しかったのを覚え
ています」
　このときの記憶が復活の原
動力になったようです。平成
になって途絶えていました
が、12年１月に頭家（とや）
の中川さん宅で孫を含め９家
族で催しました。
　復活２回目からは公民館
で開催。老子尊像の軸を掲
げて、赤飯に鯛やいわし、ご
ぼう、豆の祝い膳を囲んだあ
と、子どもの無病息災を願っ
て地区の人たちも加わって祝
います。
　「新しい住民にも理解して
もらって、ずっと続けていき
たいですね」

「しょうごん」を復活

中川恒民さん（対馬江西町）
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ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
70
年
代
フ
ォ
ー

ク
特
集
、
定
員
80
人
（
申
込
順
）、
前
売

り
５
０
０
円 

・
当
日
８
０
０
円
。

申
込
・
問　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎
８
２

１
・
１
２
４
０
）

ピ
ア
ノ
パ
ー
テ
ィ

　

４
月
20
日
（
木
）
午
前
11
時
、
ア
ル
カ

ス
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー
（
自
由
席
）、
世

界
の
音
楽
シ
リ
ー
ズ
ロ
シ
ア
②
「
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
・
展
覧
会
の
絵
」、定
員
80
人（
申

込
順
）、
入
場
無
料
。

申
込
・
問　

直
接
、ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎

８
２
１
・
１
２
４
０
）

生
涯
学
習

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室
（
春
）

　

４
月
29
日
（
祝
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
中
央
公
民
館
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に

オ
イ
ル
チ
ョ
ー
ク
で
お
し
ゃ
れ
な
絵
や
文

字
を
描
き
ま
す
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在

学
の
人
30
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は

抽
選
）、
材
料
費
５
０
０
円
、
作
品
を
持

ち
帰
る
袋
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

４
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８

３
８
・
０
１
８
９
）

日
本
語
よ
み
か
き
学
級
の
開
講

　

４
月
19
日
（
水
）
か
ら
の
毎
週
水
曜
日

①
午
後
２
時
～
４
時
（
一
時
保
育
あ
り
）

②
午
後
６
時
45
分
～
８
時
45
分
∧
い
ず
れ

も
計
44
回
（
予
定
）
∨
、市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
第
２
講
義
室
、
市
内
在
住
・
在
職
の
15

歳
以
上
の
人
（
高
校
生
・
大
学
生
・
留
学

生
を
除
く
）、
受
講
無
料
。

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

社
会
教
育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７
６
）

市
ま
ち
の
せ
ん
せ
い
募
集

　

自
ら
の
経
験
や
学
習
で
得
た
得
意
な
技　

術
・
技
能
・
知
識
を
生
か
し
、
生
涯
学
習

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地
域
で
活
躍

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

登
録
・
問　

個
人
調
書
を
直
接
、
社
会
教

育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７
６
）

生
涯
学
習
情
報
誌
（
講
座
・
イ
ベ
ン

ト
講
師
案
内
編
）
を
発
行

　

市
主
催
の
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
や
ま
ち
の

せ
ん
せ
い
に
登
録
す
る
指
導
者
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
各
シ
テ
ィ･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀

溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共

施
設
に
あ
り
ま
す
。

問　

社
会
教
育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７
６
）

文
化
講
座

∧
季
節
の
お
菓
子
作
り
∨

　

５
月
10
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
い
ち
ご
の
タ
ル

ト
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
15
歳
以

上
の
人
16
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は

抽
選
）、
参
加
費
１
０
０
０
円
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
４
月
16
日

（
日
）＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
（
〒
572
―
０
０
４
３
錦
町
21
番
３
号
☎

８
２
８
・
４
１
４
１
）

展

　示

な
か
ま
の
ひ
ろ
ば

　

４
月
か
ら
新
し
い
団
体
が
活
動
紹
介

（
展
示
・
販
売
）
を
し
て
い
ま
す
。

問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

野
の
草
花
絵
画
展

　

４
月
２
日
～
８
日
（
８
日
は
午
後
５
時

ま
で
）、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

碧
翠
会
書
道
展　

　

４
月
24
日
～
30
日
（
30
日
は
午
後
５
時

ま
で
）、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

∧
滋
野
夫
婦
展
∨

　

４
月
６
日
～
11
日
午
前
10
時
～
午
後
５
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時
（
６
日
は
午
後
４
時
～
６
時
）。

∧
こ
と
の
は
朗
読
会
∨

　

４
月
12
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時（
開

場
は
午
後
１
時
30
分
）。

∧
ア
ド
バ
ン
ス
・
フ
ォ
ト
・
サ
ロ
ン
∨

　

４
月
14
日
～
19
日
午
前
10
時
～
午
後
６

時
（
19
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

∧
き
も
の
リ
フ
ォ
ー
ム
展
示
∨

　

４
月
16
日
～
18
日
午
前
10
時
～
午
後
７

時
（
18
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

∧
ル
ピ
ナ
ス
会
絵
画
展
∨

　

４
月
21
日
～
26
日
午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
21
日
は
正
午
か
ら
）。

∧
織
畠
弦
星
墨
彩
画
個
展
∨

　

４
月
28
日
～
５
月
３
日
午
前
10
時
～
午

後
７
時
（
５
月
３
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
市
立
駅
前
図
書

館
内
☎
８
１
１
・
５
５
４
４
）

図

　書

　館

中
央
図
書
館
の
催
し

∧
ビ
デ
オ
上
映
会
∨

　

４
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
、「
大
き

な
か
ぶ
」
ほ
か
。

∧
読
書
会
∨

　

５
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時
、「
流
」・

東
山
彰
良
著
。

問　

市
立
中
央
図
書
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
４
１
）

東
図
書
館
の
催
し

∧
「
ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
資
料
展
」
過
去
・

現
在
・
未
来
～
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
一
周
年
記

念
～
∨

　

４
月
１
日
～
30
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
春
う
ら
ら
の
本
展
∨

　

４
月
１
日
～
15
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
さ
あ
、
お
出
か
け
の
本
展
∨

　

４
月
16
日
～
30
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

問　

市
立
東
図
書
館
（
☎
８
２
３
・
０
６

６
１
）

※
行
事
に
つ
い
て
は
、
全
て
市
立
中
央
図

書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

駅
前
図
書
館
の
催
し

∧
春
読
書
～
通
勤
・
通
学
の
お
供
に

本
を
～
の
本
展
∨

　

４
月
１
日
～
15
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
お
弁
当
を
作
ろ
う
の
本
展
∨

　

４
月
１
日
～
15
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
触
れ
る
本
展
∨

　

４
月
16
日
～
29
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
小
学
生
の
た
め
の
お
は
な
し
会
∨

　

４
月
29
日
（
祝
）
午
後
３
時
、
語
り
手

＝
寝
屋
川
お
は
な
し
を
語
る
会
、
小
学
生

20
人
（
先
着
順
）。

問　

市
立
駅
前
図
書
館
（
☎
８
１
１
・
５

５
４
４
）

※
行
事
に
つ
い
て
は
、
全
て
市
立
中
央
図

書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

移動図書館

４月
５日（水）

　
６日（木）

　
11日（火）

12日（水）

　
13日（木）
14日（金）

　
18日（火）

　
19日（水）

20日（木）

　
21日（金）

　
25日（火）

26日（水）
　

27日（木）

28日（金）

幸町（Ａ棟玄関前）午後２時10分～３時、三井Ｆ団地（Ａ78棟
横・団地公園）３時20分～４時
河北東（河北東町11番）午後２時20分～２時50分、河北（河
北中町25番中村駐車場）３時～４時
音羽町（キリン堂駐車場）午後２時～２時30分、香里北・西
（香里浄水場）２時40分～３時10分、石津（石津中町公民館）
３時20分～４時
木屋（木屋小学校）午後１時15分～２時10分、三井Ａ団地（Ａ
17棟前）２時30分～３時10分、寝屋川団地（旧明徳小学校
内）３時20分～４時
打上東（府営打上住宅４棟集会所前）午後２時50分～３時40分
楠根南町（楠根小学校）午後１時50分～２時20分、明和（学び
館前）２時30分～３時、打上西（西１番館仲よし広場）３時20
分～４時
黒原橘町（和光小学校）午後２時～２時30分、中神田（神田
コーポラス前）２時40分～３時10分、萱島信和町（リバーサイ
ドコーポ３棟横）３時20分～４時
ビバモール午後１時30分～２時30分、フドウ香里（集会棟前）
２時40分～３時20分、秦住宅（府営秦住宅７棟横）３時30分
～４時
美井町（府営香里住宅３棟横）午後２時～２時30分、菅相塚町
（菅相塚町８番１号横）２時40分～３時10分、成田北・東（四
方黒池）３時20分～３時50分
点野（点野小学校）午後２時10分～２時40分、仁和寺（松下住
宅17番14号前）２時50分～３時20分、仁和寺住宅（府営仁和
寺住宅13棟横）３時30分～４時
成田東町（府営成田東住宅集会所前）午後１時50分～２時20
分、寝屋住宅（府営寝屋住宅集会所前）２時40分～３時10分、
寝屋川コーポラス（正面玄関前）３時20分～４時
河北住宅（府営河北住宅９棟集会所前）午後２時30分～３時、
堀溝南（堀溝小学校前）３時20分～４時
幸町（Ａ棟玄関前）午後２時10分～３時、三井Ｆ団地（Ａ78棟
横・団地公園）３時20分～４時
河北東（河北東町11番）午後２時20分～２時50分、河北（河
北中町25番中村駐車場）３時～４時
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インフォメーション

アール、不思議で楽しいマジックや南京
玉すだれを基本から学びます、￥3か月
3000円、見学歓迎。
問　「ハッピーマジック」・宮里（☎824・
2576）
3B体操
月３回水曜日午前10時～11時30分、エ
スポアール、音楽に合わせてボール・ベ
ル・ベルターを使ったストレッチ・ヨガなど
の体操、￥入会１０００円・月2000円、見
学・高齢者の参加歓迎。

問　「3B体操ひまわり」・村上（☎821・
9455）
フラダンス
第1～3金曜日午後1時30分～3時、ア
ルカスホール、￥月3000円、初心者・見
学歓迎。
問　「カリノパーバル」・森田（☎090・
5642・7043）
社交ダンス
毎週金曜日午前10時15分～11時45
分・午後1時5分～2時35分、西高齢者

福祉センター、60歳以上の人、￥入会１
000円・月１０００円、男性歓迎・随時見学
可。
問　「市老人クラブ連合会社交ダンス部
（西教室）」・小池（☎839・5247）
社交ダンス
毎週木曜日午後1時～2時30分、市民
会館、初級・中級クラス、￥入会1000円・
月2500円。
問　「ビギナーズ」・明田（☎090・
3672・3723）

公共機関・団体

長崎への平和の取材
「親子記者」参加者を募集
8月9日の長崎原爆犠牲者慰霊平和祈
念式典や原爆・平和をテーマとするいろ
いろなプログラムに参加しながら、平和
に取り組む人たちを取材して新聞を作
成します。取材を通して平和の尊さにつ
いて考えてみませんか。
8月8日～11日、戦争の被害や平和の
尊さを伝えることに関心がある小学校
4年生～6年生1人とその保護者1人の
18組（申し込みが多いときは抽選）。
※長崎市への往復交通費、宿泊代、滞
在中の取材補助経費は支給します。
申込・問　申込書をメール又ははがきで
５月９日（火）＝必着＝までに日本非核宣
言自治体協議会事務局（〒852―8117
長崎市平野町7番8号長崎市平和推進
課内☎095・844・9923）
※詳しくは日本非核宣言自治体協議会
ホームページを見てください。
ひとり親家庭などのための
就業支援講習会
<介護職員初任者研修講座>
7月22日～11月18日の毎週土曜日午前
9時～午後5時（8月12日・9月23日を除
く、計16回、講義により前後あり）、関西
看護医療予備校寺田校（大阪市天王寺
区）、定員20人（申し込みが多いときは
抽選）、￥無料（教材費1万円が別に必
要）。
◎保育あります（2歳～就学前の子ど
も）。
申込・問　往復はがきに講座名、住所、
氏名、年齢、職業、電話番号、志望の動
機、以前府母子寡婦福祉連合会で受
講した講座名、保育の有無を書いて、5
月22日～6月22日＝消印有効＝までに
母子家庭等就業・自立支援センター（〒

540―0012大阪市中央区谷町五丁
目4番13号谷町福祉センター内☎06・
6762・9498）
寝屋川ふれあい基金
市内で行う青少年の健全育成活動や
高齢者の社会教育活動を助成します。
○交付予定　7月
○対象　スポーツ・文化・芸術などの分
野で①青少年の健全育成活動を行う団
体と個人②高齢者の社会教育活動を行
う団体と個人
○助成予定金額　団体…1件10万円・
個人…1件５万円
申請・問　郵送又はFAXで4月1日～28
日＝必着＝に株式会社りそな銀行信託
サポートオフィス（〒135―8581東京
都江東区木場一丁目5番65号深川ギャ
ザリアW2棟☎03・6704・3325、ＦＡＸ03・
5632・6359）
※申請書は株式会社りそな銀行信託
サポートオフィスへ請求又はりそな銀行
ホームページからダウンロードしてくだ
さい。
ニコニコ基金
寝屋川ロータリークラブは、市の心温ま
る住みよい元気なまちづくりの推進を
支援します。
○支援月　6月
※選考（1次・2次）後に支援します。事
業完了後2か月以内に完了報告書を提
出してください。
○対象　市内に活動拠点又は事務所
を持ち、継続的な活動が期待できる団
体・個人
○対象事業　地域コミュニティの活性
化によるまちづくりをテーマにした①安
全・安心・助け合いの活動やイベント②
少子・高齢化に対する活動やイベント③
青少年育成に対する活動やイベント
○支援額　1団体又は1個人に年間上
限30万円（総額100万円）
申請・問　郵送又はＦＡＸで4月1日～
30日＝消印有効＝に寝屋川ロータリー
クラブ市民活動支援基金係（〒572―

0042東大利町11番1号NPO法人寝
屋川あいの会内☎801・1871、ＦＡＸ801・
1872）
※申請書は寝屋川ロータリークラブ市
民活動支援基金係で配布します。
宿泊施設についての相談
宿泊施設（民泊）を営業するためには、
旅館業法に基づく許可又は特区民泊の
特定認定が必要です。民泊の開業、近
隣の違法民泊などは保健所へ相談して
ください。
問　府寝屋川保健所衛生課（☎829・
7721）
介護と福祉の就職フェア
4月22日（土）午後1時～4時、京橋ツ
イン21MIDタワー20階（大阪市中央
区）、北河内7市21法人が相談ブースを
出展、福祉業界に興味があり求職中の
人などが対象。
問　府社会福祉協議会老人施設部会
担当（☎06・6762・9001）
深北緑地イベント
<テニススクール>
4月1日～6月4日の毎週土・日曜日（計8
回、雨天順延）①初級…午前９時～10
時30分②中級…午前11時～午後0
時30分、16歳以上の人各12人（申込
順）、￥1万7500円。
申込　直接又は電話
<深北まちかどプランツ>
4月15日（土）午前10時～正午、マリー
ゴールドの種まき、定員10人、￥無料。
申込　当日直接
　　※　　　　　　　　　　　※
問　深北緑地管理事務所（☎877・
7471）
少年柔道・剣道練習生
①柔道…毎週水・木曜日②剣道…毎週
月・木曜日、いずれも午後5時～7時、市
内在住の小学校①新2年生～6年生
②新3年生～6年生・中学生（経験者の
み）、￥月1000円。
申込・問　直接、寝屋川警察署（☎823・
1234）
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【原稿締切日のお知らせ】
○６月号…4月7日（金）
○７月号…5月12日（金）
※￥は活動にかかる費用です。

イベント
ウクレレ講座
4月13日午後2時～3時30分・27日午前
9時30分～正午、いずれも木曜日、エス
ポアール、￥１回1200円、楽器レンタル
可、初心者歓迎。
申込・問　参加日の1週間前までに「ピ
リ・アロハ」・山路（☎090・8883・2196）
着物着付け
①４月15日②22日③29日、いずれも土
曜日①③午後1時30分②午前9時30
分、アルカスホール、一人で着物を着ま
せんか、定員15人（申込順）、￥無料。
申込・問　4月10日（月）までに電話でＮ
ＰＯ法人「げんき会」・岡村（スターズ内
☎811・5530）
カラオケ・フラダンス発表会
4月19日（水）午前10時15分、アルカス
ホール、￥無料。
問　「カラオケ愛好会」・大西（☎080・
2449・1368）
初心者歓迎囲碁の会
毎週月～土曜日午後1時～7時、高柳一

丁目2番1号、￥1日500円。
問　「囲碁クラブ」・土佐（☎829・
0453）

募　集

子ども和太鼓
月３～４回土曜日午前９時～11時30
分、中央公民館、和太鼓で子どもの健全
育成、小・中学生、￥月2000円。
問　「子ども和太鼓チーム雅っ鼓」・河野
（☎090・4036・2225）
写真
毎月第２日曜日午後1時30分～5時、中
央公民館、￥月1000円（女性は半額）・
年1000円。
問　「写団四季」・市川（☎080・8477・
3382）
歴史を学ぶ会
第3水曜日午後1時30分～3時30分、中
央公民館、広範囲な歴史にロマンを求
めませんか、￥年4000円。
申込・問　はがきに住所、氏名、年齢、電
話番号を書いて4月15日（土）＝必着＝
までに「歴史を学ぶ会」・山本（〒572―
0013三井が丘五丁目2番95―202号
☎823・9531）
英会話
毎週金曜日①初級…午後1時～1時50
分②中級…午後2時～2時50分、中央
高齢者福祉センター、￥月3000円。
問　「シクラメン」・川下（☎833・3983）
ベビーリトミック
月２回①月曜日午前10時20分～11時
…萱島まちづくりセンター②水曜日午
前11時20分～正午…八坂公民館、い
ずれも1歳前後の子どもと保護者、￥1
回1000円、無料体験あり。
問　「どれみキッズ」・末吉（☎090・
6972・1855）
ハーモニカ
第1・3金曜日午後5時～7時、香里自治
会館、村上博昭さん（関西ハーモニカ連
盟理事）が指導、￥月1500円、見学歓
迎。
問　「寝屋川ハーモニカ同好会」・田中
（☎090・6737・3433）
ペン習字
第1・3金曜日午前10時30分～正午、市
民会館、カタカナ・ひらがなから始めま
す、￥入会1000円・月2000円。
問　「ペン習字クラブ」・前垣（☎826・
8460）
バザー物品提供のお願いと
開催のお知らせ
○物品提供（大型家具・電化製品、古本
を除く）…4月21日（金）まで出張引き取
りもします（4月17日～22日の午前10
時～午後3時は総合センターでも受付）

○バザー…4月23日（日）午前10時、総
合センター、日用品・食器・雑貨・衣料・古
着・喫茶コーナーなど
問　ワークセンター小路を支える会
（ワークセンター小路内☎820・6135）
弦楽合奏
第2金曜日午後1時30分～4時、香里会
館（枚方市香里園町）、バイオリン・ビオ
ラ・チェロ・コントラバスの合奏ができて
平日の昼に活動できる人、￥入会1000
円・月1000円。
問　「香里ストリングス」・鈴木（☎831・
4113）
カラオケ
毎週日・月曜日（第3日曜日を除く）午後1
時、エスポアール、60歳以上の人、￥入
会1000円・月500円。
問　「ナツメロ友唱会」・西村（☎827・
4468）
童謡・唱歌・昭和歌謡
第４水曜日午前10時～11時30分、エ
スポアール、ピアノ伴奏で歌い音楽レク
リエーションで脳を活性化、￥月800円
（本代1188円が別に必要）。
問　「ぽこ・あ・ぽこ」・田辺（☎090・
9616・0098）
前結び着付け
毎週火曜日午前10時～11時30分・
午後1時30分～3時、市民会館、￥月
1000円。
問　「前結び着付研究会」・宮原（☎
090・4566・6446）
英会話
月3回木曜日午後7時～8時30分、エス
ポアール、外国人講師と楽しく話しま
す、￥入会1000円・月3500円、初心者・
見学歓迎。
問　「英会話ブルーベリー」・吉田（☎
822・1874）
マジック
第2・4木曜日午後1時～3時、エスポ

　「市民情報ひろば」は、市民の皆
さんの情報交換の場です。市の行
事と関わりはありません。内容は直
接問い合わせてください。
　政治・宗教・営利を目的としたも
のは掲載できません。同一イベン
トの掲載は１回、会員募集の掲載
は６か月に１回が限度です。発行
日以前に行われるイベントや定員
のある催しの申込開始日又は申
込終了日が発行日以前のときは
掲載できませんので、早めに連絡
してください。誌面に限りがある
ため、記事の編集や掲載ができな
いこともあります。
◎�原稿の締切日は、掲載号の約２
か月前です。
　掲載について、詳しくは広報広
聴課に問い合わせてください。

問合先 市民活動振興室

バンク

　このコーナーに掲載する申し込
みは無料での譲渡に限ります。申
し込みと譲渡が成立したときは、
市民活動振興室へ。
》あげます《
◎フランス人形ケース入（3体）、五
月人形ケース入（2体）、アイロン2
品　Ｓ・Ｆ（☎827・2904＝午前9時
～正午）
◎4本足つえ　Ａ・Ｍ（☎834・7075
＝午後1時～4時）
※�譲渡におけるトラブルについて、
市は一切の責任を負いかねます。
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つどいの広場

子育て支援センター
施　設 日　時 内　容 申込・定員

②�たんぽぽ
　保育所
☎823・2900

４月18日（火）
午前10時～11時30分 こいのぼり制作 当日直接

③寝屋川めぐ
み保育園

☎833・3301

４月６日（木）・25日（火）いずれも
午前10時～11時30分

★赤ちゃんの手作りおもちゃ講座
(簡単にできるおもちゃ作り)

１歳６か月までの子どもと保護者

４月３日～前日に直接
又は電話､定員各10組

４月26日（水）
午前10時15分～11時20分

はじめましてシアター
(０歳から楽しめます) 当日直接

④�あやめ
　保育園
☎822・1365

４月14日（金）午後２時30分
★助産師さんによる母乳育児講座
（卒乳、離乳食の進め方など）

０歳の子どもと保護者
当日直接

４月25日（火）午前10時 こいのぼり制作 当日直接、定員10組
（先着順）

⑤�大阪聖母
　保育園
☎802・5620

４月４日（火）
午前10時～11時30分

赤ちゃん広場(触れ合い遊び)
０歳の子どもと保護者 当日直接４月18日（火）

午前10時～11時
なかよし広場(こいのぼり作り)

１歳～就学前の子どもと保護者

⑥きんもくせい
　保育園
☎802・3535

４月12日（水）
午前10時15分～11時15分

赤ちゃん広場(触れ合い遊び･交流など)
０歳の子どもと保護者

当日直接
※兄姉の参加不可

５月11日～６月１日の毎週木曜日
午前10時15分～11時15分（計
４回）

きらきら広場（集団遊びなど）
平成26年４月２日～27年４月１日生ま
れの子どもと保護者

４月３日(月)午前10
時から直接又は電話､
定員10組

⑦池田すみれ
　こども園
☎828・5733

４月21日（金）午前10時30分 つくってあそぼ！（親子で簡単な工作） 当日直接

４月24日（月）
午前10時30分～11時

★親子de講座「えいごであそぼう」
（英語の歌や手遊びなど）

４月10日(月)から直
接又は電話､定員８組
（初めての人を優先）

施　設 日　時 内　容 申込・定員

⑧ゆう
☎800・6694

４月６日（木）
午前10時30分～11時30分

★わらべうたベビーマッサージ
（マタニティサッシュベルトで記念撮影）
妊娠中の人、12か月までの子どもと保護者

４月１日（土）から前日
までに直接又は電話､�
定員６組､オイル代200円

４月12日（水）
午前11時～11時30分

にっこり絵本の時間
(大型絵本･パネルシアター･紙芝居) 当日直接

⑨そら
☎380・7436

４月22日（土）
午前10時～11時30分

ラグそら（ラグビーボールで遊ぼう）
淀川河川公園サッカー･ラグビー場

４月４日(火)から直接
又は電話

４月26日（水）
午前10時30分～正午

そらベビ（赤ちゃん交流会）
12か月までの子どもと保護者 当日直接

�⑩きしゃぽっぽ
☎865・8005

４月７日(金)・14日(金)・18日
(火)・21日(金)いずれも午前10
時30分～11時45分（計４回）

２歳教室(制作、リトミックなど)
２歳の子どもと保護者

４月１日（土）から前日
までに電話、定員10組

４月12日･26日いずれも水曜日
午前10時30分～11時30分

ベビーマッサージ
１歳までの子どもと保護者

４月１日（土）から前日
までに電話、定員８組

⑪はる
☎814・6262

４月７日（金）
午後２時30分～２時50分

はるちゃんリズムらんど
（親子で体を動かすリズム遊び） 当日直接４月14日（金）

午前10時30分～正午
おたのしみ会

(晴天…公園遊び､雨天…ミニサーキット)

⑫こころ
☎800・6838

４月14日（金）
午前10時30分～正午

★ふうせんライト
（かわいいランプシェード作り）

４月１日(土)から電話､
定員５人､参加費100円

４月27日（木）
午前10時30分～11時30分

手作りこいのぼり
～こころのお空におよがせよう～ 当日直接

（就学前までの子どもと保護者対象、住所は左ページ下の②～⑦）

（おおむね３歳未満の子どもと保護者対象、住所は左ページ下の⑧～⑫）



45

て子 育地域で地域で

こどもセンター ☎８３９・８８１5住所は下記①
開所午前10時～午後４時
（第２日曜日休所）

おやこほっとステーションおやこほっとステーション（就学前までの子どもと保護者対象）（就学前までの子どもと保護者対象）

市立こどもセンター内☎８３９・８８１７ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センター
　育児の援助をしてほしい人（依頼会員）と援助をしたい人（提供会員）が互いに助け合う有償ボランティア
の会員組織です（小学校６年生まで利用できます）。

日　時 内　容 申込・定員

４月17日（月）午後１時 歯科医師による歯科相談 当日直接

４月19日（水）
午前10時30分～11時30分

★ママリフレッシュ
（ママのためのアロマクラフト）

４月６日(木)午前９時から電話、定
員12人(保育あり)､参加費500円

４月22日（土）
午前10時30分～11時30分

こどもの日のつどい
（小学生のお兄さん・お姉さんが
エイサーを踊ってくれます）

当日直接

４月24日（月）午後１時30分 母乳相談（助産師に相談できます） 当日直接､母子健康手帳が必要
※詳しくは問い合わせてください

４月27日（木）
午前10時30分～11時

誕生会「４月生まれ集まれ～」
（カードに手形を押せます） 当日直接

月２回程度
午前10時30分～11時 みんなで遊ぼう 当日直接

※詳しくは問い合わせてください

５月10日（水）午後１時 ★鍼灸師（しんきゅうし）さんの
歯ブラシ全身マッサージ

４月25日（火）午前10時から直接
又は電話、定員８組

毎週火曜日（12か月まで）
月１～２回木曜日（１歳～３歳）

年齢別交流会
⑴12か月まで ⑵１歳～１歳６か月
⑶１歳６か月～２歳 ⑷２歳～３歳

当日直接
※①時間･内容は問い合わせてくだ
さい②⑴⑵の一部は兄弟保育あり

日　時 内　容 申込・定員
４月13日（木）午後１時15分
　　22日（土）午前10時15分
　　28日（金）午前10時15分

依頼会員説明会
会員登録には説明会の受講などが必要 予約が必要�

※詳しくは問い合わせてください
随　時 プチ体験

依頼会員と提供会員が仮のペアで体験

①八坂町28番13号②打上南町２番１号③緑町13番20号④萱島南町12番３号⑤東香里園町９番６号⑥木屋町６番３号⑦池田
一丁目20番15号⑧市立三井小学校内⑨高柳六丁目13番５号⑩萱島信和町13番１号⑪葛原新町14番１号⑫木田町18番１号

住所
一覧

今月の
出前広場

市内のいろいろな場所で楽しい遊びなどを紹介します。気軽に遊びに来てください（申込不要）。
田井西公園…７日(金)午前10時30分～11時・21日(金)午前10時45分～11時30分、ふれあいプラザ香里…12
日(水)午前10時30分～正午、東北コミュニティセンター…21日(金)午後１時30分～３時、１号三井公園…５日
(水)午前10時30分～11時、ビバモール寝屋川２階…26日(水)午後１時30分～３時、友呂岐緑地（たこ公園）…
28日(金)午前10時30分～11時30分、万代寝屋川西店２階…13日(木)午前10時～正午、トップワールド黒原店
…19日(水)午後３時30分～４時30分、神田中央公園…８日(土)午前10時～11時
※屋外で実施するものは、雨天のときは中止します。問　子育て支援課

　市内12か所に設置している地域子育て支援拠点（こどもセンター、子育て支援センター、つどいの広場）で
は、親子で楽しめるいろいろなイベントを行っています。参加費などの記載のないものは無料ですので、利用し
てください（★は講座です）。
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　２月 27日、市ふるさと大使の
豪栄道関が、市立点野小学校と府
立寝屋川高校をサプライズで訪
問しました。
　児童と生徒は大喜びで、感激で
涙を流す生徒もいました。質問

コーナーは盛り上がり、市のヒー
ローとの交流を深めました。
　また、昨年の大相撲九月場所で
の初優勝をたたえ、３月２日に
は、市から豪栄道関に寝屋川市の
ロゴマークが入った浴衣地が贈

られました。
　浴衣地贈呈式は、市議会議員や
報道関係者らが見守る中行われ、
豪栄道関は「今後もふるさと寝屋
川を発信していきたい」と礼を述
べました。

ふるさと好日 豪栄道関

　2月22日、寝屋川中央ライオンズクラブと髙雄市
中正獅子會から寝屋川市駅東側に三面時計塔が寄
贈されました。
　結成40周年記念事業として「市民の生活に役
立てていただきたい」と申し出があり、北川市長
は「寝屋川市駅周辺の利便性の向上につながりま
す」と感謝の言葉を述べました。
　また、寝屋川中央ライオンズクラブから青少年
健全育成のため、寄附金が贈られました。

三面時計塔などを寄贈

　仁和寺本町一丁目の幹線水路沿いの道路に、仙
人のような置物が置かれているのを見付けました。
　長いおでこに微笑みをたたえ、杖と桃らしきも
のを持っている姿は、七福神の「寿老人」のよう
です。
　長寿延命の神様として知られるところから、誰
かが交通安全を祈って置いたのでしょうか。

交通安全を祈って

道路脇に「寿老人」
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落
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近
く
に
緑
色
の
診
療
所
が
あ

り
ま
し
て
ね
、
よ
う
覚
え
て
い
ま
す
。
懐

か
し
い
で
す
な
」

　

実
家
は
幼
稚
園
の
頃
に
豊
中
市
に
転
居

し
ま
し
た
が
、
下
神
田
町
に
親
し
い
農
家

が
あ
り
、
中
学
生
の
頃
ま
で
、
休
み
に
な

る
と
訪
れ
た
と
い
う
。

　
「
周
り
は
田
ん
ぼ
で
、
か
え
る
の
鳴
き
声

が
よ
う
聞
こ
え
ま
し
た
な
。
盆
踊
り
が
盛

ん
で
、
河
内
音
頭
の
生
演
奏
や
ア
セ
チ
レ

ン
ガ
ス
の
臭
い
を
覚
え
て
い
ま
す
。
井
戸
で

冷
や
し
た
瓜
（
う
り
）
は
お
い
し
か
っ
た
な

あ
」

　

幼
い
頃
の
思
い
出
は
強
烈
で
、
今
も
小

さ
な
川
沿
い
を
歩
い
て
い
る
夢
を
よ
く
見

る
そ
う
で
す
。
京
都
で
仕
事
が
あ
る
と
き

は
で
き
る
だ
け
京
阪
電
車
に
乗
り
、
車
窓

か
ら
市
内
を
眺
め
る
と
い
い
ま
す
。

　

府
立
桜
塚
高
校
時
代
、
一
つ
先
輩
の
Ｓ

Ｆ
作
家
か
ん
べ
む
さ
し
さ
ん
と
落
語
研
究

会
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
三
代
目
桂

春
団
治
に
電
話
で
入
門
を
乞
い
、
「
う
ち

は
う
ど
ん
屋
や
な
い
」
と
断
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

　

結
局
、
角
座
で
待
ち
伏
せ
し
て
入
門
の

許
可
を
も
ら
い
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
内

弟
子
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
師
匠
の
芸
風
が

好
き
で
ね
。（
演
目

の
）『
代
書
』
や
『
い

か
け
屋
』
と
い
う
仕

事
は
、
今
は
も
う
あ

り
ま
せ
ん
が
、
理
屈

抜
き
に
面
白
い
」

　

初
代
・
桂
春
団
治
は
破
天
荒
な
振
る
舞

い
で
、
歌
や
芝
居
で
知
ら
れ
ま
す
。
「
爆
笑

王
」
と
い
わ
れ
、
二
代
目
も
そ
の
芸
風
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
三
代
目
は
逆
に
、
繊

細
、
華
麗
な
表
現
を
得
意
と
し
ま
し
た
。

　

「
四
代
目
に
な
れ
た
ら
え
え
な
あ
、
と

思
っ
て
い
た
頃
が
一
番
、
幸
せ
で
し
た

な
。
（
襲
名
披
露
で
は
）
足
が
震
え
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
、
謙
遜
や
け

ど
（
笑
）
」

　

三
代
目
に
は
よ
く
叱
ら
れ
、
家
を
放
り

出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
も
「
お
前
は
別
や
」
と
可
愛
が
ら
れ
、

襲
名
を
認
め
る
遺
書
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

「
ど
ん
な
春
団
治
に
な
る
か
師
匠
も
苦

労
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
三
人
が
や
ら
な

か
っ
た
人
情
噺
（
ば
な
し
）
で
、
次
の
五

代
目
が
苦
し
む
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

市
出
身
の
大
関
・
豪
栄
道
関
と
は
親
し

い
間
柄
。

　

「
彼
は
大
器
晩
成
型
で
、
ゆ
っ
く
り
横

綱
に
な
れ
ば
え
え
。
ぼ
く
自
身
も
そ
う
や

か
ら
（
笑
）
」

桂
　
春
之
輔
師
匠

「
ハ
イ
、
寝
屋
川
出
身
で
す
」

「
四
代
目
春
団
治
」
襲
名
予
定
の

初代、二代目、三代目（左から）
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平成29年４月号（毎月１日発行）

印刷コスト１部 17.29 円（115,000 部発行）

市の人口・世帯数（３月１日現在）

人口　計 237,102 人（前月比 -162） 109,083 世帯（-64）
男 115,071 人（-102）

女 122,031 人　（-60）

発行＝寝屋川市　編集＝経営企画部広報広聴課
（法人番号 6000020272159）
〒 572-8555 大阪府寝屋川市本町１番１号　
☎ 072-824-1181 ㈹　ＦＡＸ 072-825-2637

広報誌が届かないときは 広報広聴課に連絡してください。

　４月から新年度が始まります。
　学校・職場などで、新しい生活が
始まる人も多いのではないでしょう
か。新しい環境に飛び込むのは、少
しどきどきしますよね。 ま

No.1369

市内で撮影した自然、街の様子、
人など

春・桜

市内在住・在職・在学の人

４月１日～14日＝必着＝に応募用紙と写真２
枚（Ｌ判、一つの作品につき２枚）を直接又は
郵送（直接のときは、土・日曜日を除く午前９
時～午後５時30分）で広報広聴課（〒572-
8555本町１番１号）
※�①応募用紙は３月下旬から広報広聴課、各
シティ・ステーション、堀溝サービス窓口
で配布又は市ホームページ「広報広聴課」
からダウンロードできます②提出された写
真は返却しません③写真の撮影時期は問
いません④データでの応募は受け付けませ
ん⑤詳しくは、市ホームページ「広報広聴
課」又は募集要項を見てください。

テーマ

応募
資格

応募
・問

あなたの写真が広報誌に？
入選作品などは、市広報誌・市ホームページ
で市の魅力発信のために活用します。

ね
や
が
わ

◆
あ
な
た
の
自
慢
の
１
枚
を
応
募
し
ま
せ
ん
か
◆

春
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